
Sort（整理）

Set（整頓）

Shine（清掃）

Standardize（清潔）

Sustain（しつけ）

TITLE:

MEMO

NO. DATE. ..

５Ｓ Che c k  S h e e t

特 集

カイゼンfrom JAPAN

2
0

10
N

O
V

E
M

B
E

R N
o

.26
IS
S
N
 1883-2768

［
ジ
ャ
イ
カ
ズ
 ワ
ー
ル
ド
］
 平
成
22年

11月
1日
発
行
（
毎
月
1回
1日
発
行
）
　
編
集
・
発
行
／
独
立
行
政
法
人
 国
際
協
力
機
構

 〒
10
2
-8
0
1
2
 東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
5-25　

二
番
町
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
1～
6階
　
TE
L 0
3
-5
2
2
6
-9
7
8
1
　
FA
X
 0
3
-5
2
2
6
-6
3
9
6
　
http://w

w
w
.jica.go.jp/

NOVEMBER 2010 No.26 ● 11



1960年兵庫県出身。アジア･アフリカをフィールドに「地球と人間の関係性」に関する写真作品を制作している。
「カミサマホトケサマ」で第9回さがみはら写真新人奨励賞受賞。文・写真＝船尾 修

11月  アンチョック祭
26

ヒマラヤの
仮面舞踏会

　

イ
ン
ド
北
部
に
位
置
す
る
ラ
ダ
ッ

ク
。中
国
の
文
化
大
革
命
に
よ
り
チ
ベ

ッ
ト
自
治
区（
本
土
）の
仏
教
文
化
が

破
壊
さ
れ
て
き
た
歴
史
に
比
べ
、チ
ベッ

ト
文
化
が
最
も
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、〝
小
チ
ベ
ッ
ト
〞と
も
称
さ
れ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
文
化
を
担
う
の
が「
ゴ
ン
パ
」

と
呼
ば
れ
る
僧
院
で
、ラ
ダ
ッ
ク
の
人
々

に
と
っ
て
僧
侶
は
、尊
敬
さ
れ
る
存
在

で
あ
り
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
も
あ
る
。

各
家
庭
か
ら
一
人
、僧
侶
か
尼
僧
を
出

す
の
が
こ
の
地
の
し
き
た
り
に
な
っ
て

い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ゴ
ン
パ
で
は
チ
ベ
ッ
ト

暦
に
沿
っ
て
、年
に
一
度
の
大
祭
が
執
り

行
わ
れ
る
。冬
の
ラ
ダ
ッ
ク
を
旅
し
た
際

に
偶
然
、岩
山
の
中
腹
に
ま
る
で
砦
の
よ

う
に
建
立
さ
れ
た
チ
ェ
ム
レ
僧
院
で
、

「
ア
ン
チ
ョッ
ク
祭
」に
出
会
っ
た
。境
内

に
入
る
と
、す
で
に
僧
院
の
屋
根
の
上

ま
で
参
拝
者
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
め
か
け

て
お
り
、仮
面
を
着
け
た
僧
侶
に
よ
る

舞
い
が
次
々
に
披
露
さ
れ
て
い
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
仮
面
が
登
場
す
る
た

め
、物
語
の
意
味
が
分
か
ら
な
く
て
も

楽
し
い
。日
本
の
祭
り
と
同
じ
く
五
穀

豊
穣
や
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
意
味

合
い
も
持
っ
て
い
る
せ
い
か
、な
ん
と
な

く
日
本
の
田
舎
の
祭
り
に
参
列
し
て
い

る
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。

　

２
０
１
０
年
は
11
月
４
、５
日
に
か

け
て
行
わ
れ
る
。
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ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
、
ソ
ニ
ー
、
東
芝
・・・
。

世
界
に
名
だ
た
る
日
本
の
大
企
業
も
、
か
つ

て
は
小
さ
な
町
工
場
と
し
て
始
ま
っ
た
。
そ

れ
か
ら
長
い
年
月
を
か
け
、
今
の
地
位
を
築

き
上
げ
て
き
た
の
は
、
技
術
や
製
品
の
改
良
、

品
質
や
生
産
性
の
向
上
と
い
っ
た
地
道
な
企

業
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
日
本
の
製
造
業
の
発
展
過
程
に

お
い
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の

が
、
日
本
人
な
ら
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が

あ
る
で
あ
ろ
う
「
カ
イ
ゼ
ン
」
活
動
。
こ
れ

ま
で
多
く
の
企
業
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
や

規
模
、
生
産
環
境
な
ど
に
応
じ
た
方
法
で
、

品
質
や
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
り

組
み
が
実
践
さ
れ
て
き
た
。
カ
イ
ゼ
ン
は
、

日
本
で
独
自
に
進
化
を
遂
げ
て
き
た
そ
う
し

た
多
く
の
手
法
の
総
称
で
あ
り
、
戦
後
の
高

度
経
済
成
長
を
生
産
現
場
か
ら
支
え
て
き
た
。

　

中
で
も
象
徴
的
な
の
が
、〝
世
界
の
ト
ヨ
タ
〞

こ
と
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
株
式
会
社
が
確

立
し
て
き
た
、「
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
」。
在
庫

を
持
た
ず
、
必
要
な
も
の
を
必
要
な
だ
け
、

必
要
な
時
に
生
産
す
る
「
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ

イ
ム
」
や
、
効
率
的
・
合
理
的
な
生
産
を
行

う
上
で
な
く
す
べ
き
「
７
つ
の
ム
ダ
」※
1
、

生
産
現
場
の
状
況
や
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
デ
ー
タ
や
グ
ラ
フ
な
ど
で
分
か
り
や
す

く
示
し
、
生
産
者
の
間
で
の
円
滑
な
情
報
共

有
を
図
る
「
見
え
る
化
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
を
体
系
化
。
こ
れ
を
実
践
す
る
こ
と

で
、
ト
ヨ
タ
は
世
界
で
１
、
２
を
争
う
自
動

車
メ
ー
カ
ー
へ
と
成
長
し
た
。

　　

カ
イ
ゼ
ン
が
日
本
で
発
展
す
る
き
っ
か
け

は
、
戦
後
間
も
な
い
時
期
、
ア
メ
リ
カ
で
使

わ
れ
て
い
た
製
造
業
の
品
質
管
理
手
法
が
伝

え
ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
１
９
５
０
年
、
日

本
の
国
勢
調
査
の
企
画
立
案
に
携
わ
っ
て
い

た
統
計
学
者
の
エ
ド
ワ
ー
ズ
・
デ
ミ
ン
グ
博

士
が
、
統
計
学
を
用
い
た
品
質
管
理
を
日
本

の
企
業
経
営
者
や
技
術
者
に
指
導
。
こ
れ
を

取
り
入
れ
た
多
く
の
企
業
が
、
工
程
を
見
直

し
て
品
質
の
バ
ラ
ツ
キ
を
抑
え
る
こ
と
で
、

生
産
性
の
向
上
に
成
功
す
る
。
そ
し
て
60
〜

70
年
代
に
は
、
こ
の
手
法
を
基
礎
に
、
設
備

の
改
良
、
新
工
具
の
開
発
、
不
良
品
の
削
減
、

整
理
整
頓
、
作
業
の
安
全
性
確
保
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
生
産
工
程
で
改
善
が
続
け
ら
れ
、
そ

の
中
か
ら
「
５
Ｓ
」※
2
や
「
Ｔ
Ｑ
Ｃ
」※
3
と

い
っ
た
、
カ
イ
ゼ
ン
の
根
幹
を
成
す
日
本
独

自
の
優
れ
た
取
り
組
み
が
数
多
く
生
ま
れ
た
。

　

カ
イ
ゼ
ン
活
動
を
多
く
の
日
本
企
業
が
採

用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
80
年
代
以
降
に
な
る

と
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
産
業
先
進
国

の
企
業
も
、
日
本
の
製
造
業
躍
進
の
原
動
力

と
な
っ
た
Ｔ
Ｑ
Ｃ
や
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
な
ど

に
注
目
。
そ
れ
を
学
ん
で
自
社
に
導
入
し
始

め
、
カ
イ
ゼ
ン
手
法
は
国
際
的
に
も
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
モ
ノ
づ
く
り
大
国
・

日
本
の
屋
台
骨
を
支
え
て
き
た
カ
イ
ゼ
ン
が
、

世
界
に
広
く
認
め
ら
れ
た
の
だ
。

ト
ヨ
タ
生
産
方
式
が

各
国
企
業
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に

ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
、

日
本
育
ち
！？

※
1　

作
り
過
ぎ
の
ム
ダ
、手
待
ち
の
ム
ダ
、運
搬
の
ム
ダ
、加

工
の
ム
ダ
、在
庫
の
ム
ダ
、動
作
の
ム
ダ
、不
良
品
の
ム
ダ
。

※
2　

7
ペ
ー
ジ
参
照
。

※
3　

Total 
Q
uality 

C
ontrol

の
略
。製
造
部
門
で
行
わ

れ
る
品
質
管
理
の
手
法
を
、そ
れ
以
外
の
部
門
に
も
適
用
し
、

全
社
的
に
取
り
組
む
企
業
の
統
合
的
品
質
管
理
の
こ
と
。

カイゼ ン from JAPAN
日本の高度経済成長の原動力の一つとして、

多くの生産現場にプラスの変化を生み出してきた「カイゼン」。
小さな努力の積み重ねが大きな成果を生む、“ヒューマンフレンドリー”な
日本の品質・生産性向上手法が、世界の生産現場で存在感を高めている。

取材協力 ： 政策研究大学院大学（ＧＲＩＰＳ）大塚啓二郎教授、園部哲史教授

愛知県豊田市にあるトヨタ自動車・
新型プリウスの生産ライン ○c 時事



　
「
カ
イ
ゼ
ン
の
ス
タ
ン
ス
は
、〝
現
状
〞
を
踏

ま
え
て
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
、
と
い

う
も
の
。
高
価
で
革
新
的
な
設
備
な
ど
の
投

資
は
、
必
ず
し
も
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。

そ
う
話
す
の
は
、
カ
イ
ゼ
ン
に
造
詣
が
深
く
、

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
産
業
振
興
支
援
に
も

携
わ
る
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
（
Ｇ
Ｒ
Ｉ

Ｐ
Ｓ
）
の
大
塚
啓
二
郎
教
授
。「
日
本
の
製
造

現
場
で
は
、
作
業
者
が
小
グ
ル
ー
プ
を
作
っ

て
問
題
点
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
ア
イ
デ
ア

を
出
し
な
が
ら
現
場
の
視
点
に
立
っ
た
改
善

策
を
見
い
だ
し
て
き
ま
し
た
。
カ
イ
ゼ
ン
は
、

あ
く
ま
で
働
く
人
間
が
主
役
。
こ
う
し
た
『
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
』
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
一
人

一
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
モ
ラ
ル
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
向
上
へ
と
つ
な
が
り
、
優
れ
た
品

質
や
生
産
性
を
実
現
し
て
き
た
の
で
す
」。

　

ま
た
カ
イ
ゼ
ン
は
、
製
品
の
製
造
の
み
な

ら
ず
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
研
究
開
発
、
販
売
、

財
務
、
人
事
、
教
育
な
ど
企
業
活
動
全
般
に

及
び
、
さ
ら
に
経
営
者
を
は
じ
め
現
場
管
理

者
や
監
督
者
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
作
業
者
、
事

務
員
な
ど
、
役
職
を
問
わ
ず
社
員
全
員
の
参

加
と
協
力
の
下
に
実
践
さ
れ
る
。
ま
さ
に
カ

イ
ゼ
ン
は
、組
織
全
体
で
「
仕
事
の
質
の
改
善
」

に
取
り
組
む
た
め
の
、
総
合
的
な
企
業
経
営

ツ
ー
ル
と
し
て
も
有
効
だ
。

　

世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
多
く
の
途
上
国

で
は
い
ま
だ
産
業
が
十
分
に
発
展
し
て
お
ら

ず
、
雇
用
の
拡
大
や
貧
困
削
減
、
国
全
体
の

経
済
基
盤
や
競
争
力
の
強
化
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
途
上
国
の

産
業
振
興
や
中
小
企
業
の
育
成
に
力
を
入
れ

る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
83
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

生
産
性
向
上
支
援
を
開
始
し
た
の
を
皮
切
り

に
、
世
界
各
国
で
カ
イ
ゼ
ン
を
活
用
し
た
製

造
業
の
品
質
や
生
産
性
の
向
上
、
中
小
企
業

の
経
営
改
善
、
さ
ら
に
は
途
上
国
で
カ
イ
ゼ

ン
の
普
及
を
担
う
人
材
の
育
成
、
組
織
・
体

制
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
技
術
面
を
指
導
す
る
専
門
家
や
製
造

現
場
で
の
豊
富
な
経
験
を
持
つ
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、
カ
イ
ゼ
ン
に
努
め

優
れ
た
業
績
を
上
げ
て
い
る
日
本
の
企
業
の

視
察
・
研
修
な
ど
を
通
じ
て
実
施
。
そ
し
て

長
年
の
こ
う
し
た
協
力
が
実
り
、
途
上
国
の

企
業
に
も
カ
イ
ゼ
ン
の
概
念
が
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

開
発
経
済
学
が
専
門
の
園
部
哲
史
Ｇ
Ｒ
Ｉ

Ｐ
Ｓ
教
授
は
、「
カ
イ
ゼ
ン
は
職
場
の
全
員
が

参
加
で
き
、
努
力
の
成
果
を
実
感
、
共
感
し

や
す
い
た
め
、 〝
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
レ
ン
ド
リ
ー
〞

で
継
続
性
も
高
い
。
ま
た
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

や
社
員
の
自
立
性
、
創
造
性
を
育
て
る
な
ど
、

人
材
育
成
に
も
効
果
的
で
す
」
と
、
カ
イ
ゼ

ン
を
通
じ
た
途
上
国
で
の
支
援
の
意
義
を
強

調
す
る
。
最
近
は
、そ
う
し
た
カ
イ
ゼ
ン
の〝
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
〞
な
特
性
を
生
か
し
、
企
業
の

生
産
現
場
の
み
な
ら
ず
、行
政
や
保
健
・
医
療
、

教
育
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
も
、「
５

Ｓ
」
を
は
じ
め
と
す
る
カ
イ
ゼ
ン
を
活
用
し

た
支
援
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て

い
る
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ア
や
工
夫
、
小
さ

な
努
力
の
積
み
重
ね
が
、
大
き
な
成
果
を
生

み
出
す
カ
イ
ゼ
ン
。
モ
ノ
づ
く
り
大
国
・
日

本
が
世
界
に
誇
る
〝
ブ
ラ
ン
ド
〞
の
一
つ
と

し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
世
界
に
広
が
っ
て
い

く
に
違
い
な
い
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
が
生
み
出
す

大
き
な
変
化

途
上
国
へ
拡
大

J
I
C
A
も
後
押
し
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1. 整理（Seiri）
=

使うモノと使わないモノを分ける

2. 整頓（Seiton）
=

使うモノを決めた場所に置く

3. 清掃（Seisou）
=

使うモノを掃除する＆故障して
いないかをチェック

4. 清潔（Seiketsu）
=

整理・整頓・清掃の 3Sを維持する

5. しつけ（Shitsuke）
=

整理・整頓・清掃・清潔の 4Sを
徹底・継続させるための習慣づけ

英語

タイ語

ベトナム
語

フランス
語

クメール
語

トルコ
語

スワヒリ
語

ヒンディー
語 インド

ネシア語

ポルトガル
語

スペイン
語

アムハラ
語

アラビア
語

セルビア
語

ボスニア
語

クロアチア
語

モンテネ
グロ語

カイゼン活動の基礎「5S」と  は！？
品質・生産性の向上を目的に、モノやサービスの生産現場で行われているカイ　ゼン活動。

その最も基礎的な取り組みが「５S」だ。
高度経済成長を支えた日本発の５Sは今、各国の言語に翻訳され、浸透し始　めている。

JICAの協力により、きれいに管理される
ようになったタンザニア・ムベヤ病院のカ
ルテ（P14に関連記事）
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ロ
ー
マ
か
ら
飛
行
機
で
わ
ず
か
１

時
間
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
程
近
い
北
ア

フ
リ
カ
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
、
ア
ラ
ブ

人
の
伝
統
的
な
暮
ら
し
が
息
づ
く
反

面
、
ど
こ
か
欧
州
の
香
り
漂
う
街
並

み
が
続
く
。
10
月
初
旬
の
首
都
チ
ュ

ニ
ス
は
、
40
度
に
も
達
し
た
灼
熱
の

夏
が
過
ぎ
、
心
地
よ
い
秋
風
が
吹
き

始
め
て
い
た
。
庶
民
で
に
ぎ
わ
う
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
、
家
電
製

品
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
輸
入
品

が
数
多
く
陳
列
さ
れ
て
い
る
。

　

チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
２
０
０
８
年
に
Ｅ

Ｕ（
欧
州
連
合
）
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
、
こ
の
年
か
ら

工
業
製
品
の
関
税
が
完
全
に
撤
廃
さ

れ
た
。
日
に
日
に
増
え
る
、
安
く
て

高
性
能
な
商
品
に
街
は
歓
迎
ム
ー
ド

が
高
ま
る
一
方
、
そ
れ
ま
で
国
策
で

保
護
さ
れ
て
き
た
国
内
メ
ー
カ
ー
は

激
し
い
国
際
競
争
に
さ
ら
さ
れ
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
破
た
ん
し
て
し
ま

う
。
世
界
に
通
用
す
る
製
品
を
作
ら

な
け
れ
ば
―
。

　

特
に
、
経
営
基
盤
が
脆
弱
な
中
小

企
業
は
、
津
波
に
の
み
込
ま
れ
る
よ

う
な
思
い
だ
っ
た
。「
い
い
モ
ノ
を

安
く
作
る
こ
と
」
は
企
業
努
力
の
範

囲
だ
が
、
品
質
・
生
産
性
向
上
に
関

し
て
技
術
も
資
金
も
不
十
分
な
彼
ら

に
は
、
限
界
が
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
問
題
が
い
ず
れ
起
き
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア

政
府
は
、
１
９
９
５
年
に
「
産
業
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
計
画
」
を
策
定
。
中
小

企
業
の
支
援
策
と
し
て
、
品
質
管
理

や
生
産
効
率
を
高
め
る
た
め
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
き
た
。
さ
ら
に
同

年
、
そ
の
実
行
部
隊
と
な
る
「
国
家

品
質
事
業
管
理
ユ
ニ
ッ
ト
（
Ｕ
Ｇ
Ｐ

Ｑ
）」
を
産
業
・
技
術
省
下
に
設
置
。

同
省
か
ら
の
行
政
官
３
人
と
、「
機

械
・
電
気
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ

Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
）」
や
「
包
装
技
術
セ
ン

タ
ー
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）」
と
い
っ
た

産
業
別
に
設
け
ら
れ
た
８
つ
の
技
術

セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
８
人

の
計
11
人
で
船
出
を
迎
え
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
初
か
ら
う
ま
く
は

い
か
な
か
っ
た
。
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
経
験
が
な
い
上
、
各
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
技
術
水
準
が
低
く
、
企
業

に
対
す
る
実
効
性
の
あ
る
提
案
の
種

類
が
限
ら
れ
て
い
た
の
だ
。

　

そ
こ
で
、
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の

が
日
本
だ
っ
た
。「
日
本
企
業
に
は
、

品
質
・
生
産
性
向
上
に
関
す
る
た
く

さ
ん
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

る
」
と
語
る
の
は
Ｕ
Ｇ
Ｐ
Ｑ
の
ベ
ン
・

フ
ァ
ル
ハ
ッ
ト
所
長
。「
ア
プ
ロ
ー

チ
が
シ
ン
プ
ル
な
上
に
、
低
コ
ス
ト

で
即
効
性
の
高
い
日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
知
り
た
か
っ
た
」。

　

チ
ュ
ニ
ジ
ア
政
府
か
ら
の
要
請
を

受
け
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
〝
日
本
の
強
み
〞

で
あ
る
「
カ
イ
ゼ
ン
活
動
」
を
生
か

し
た
協
力
を
開
始
。
シ
ニ
ア
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
や
日
本
へ
の
研

修
員
受
け
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。
06
年
か
ら
は
開
発
調
査
「
品
質

／
生
産
性
向
上
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
調

査
」
を
実
施
。
関
係
機
関
や
企
業
と

の
面
談
を
通
じ
て
中
小
企
業
の
課
題

を
洗
い
出
し
、
今
後
取
り
組
む
べ
き

方
向
性
を
提
案
し
た
。
さ
ら
に
09
年

に
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
品
質

／
生
産
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

ス
タ
ー
ト
し
、
品
質
・
生
産
性
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
を
各
企
業
に
指

導
・
普
及
す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。

「
日
本
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー

を
も
っ
と
知
り
た
い
」

Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）製
品
に
対
す
る
関
税
の
撤
廃
で
、

チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
は
安
く
て
高
性
能
・
高
品
質
の
輸
入
品
が
至
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
、こ
の
国
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、国
際
競
争
に
負
け
な
い
強
い
国
内
メ
ー
カ
ー
の
育
成
だ
。

そ
の
秘
策
と
し
て
、J
I
C
A
の
支
援
を
通
じ
て
導
入
さ
れ
始
め
て
い
る
の
が
、

日
本
の〝
カ
イ
ゼ
ン
〞。10
月
初
旬
、こ
の
協
力
の
最
前
線
を
訪
ね
た
。

from チュニジア
TUNISIA

SIAME社で数日前から稼働した省エネランプの組み立てライン。女性たちが一つ一つ手作業で部品を取り
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「
製
品
が
完
成
す
る
ま
で
の
距
離

は
１
７
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
72
メ
ー
ト

ル
に
、
必
要
な
人
員
は
６
人
か
ら
４

人
に
減
り
ま
し
た
。
機
械
や
従
業
員

の
配
置
換
え
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
で
、
こ
こ
ま
で
作
業
効
率
を
高

め
、
人
件
費
を
削
減
で
き
る
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

こ
う
話
す
の
は
、
欧
州
向
け
の
ガ

ラ
ス
製
ク
ッ
キ
ン
グ
プ
レ
ー
ト
な
ど

を
製
造
す
るJA

EGER CON
T
RO

LS T
U
N
ISIA

社
の
ワ
ッ
シ
ム
・

ボ
ウ
ド
ゥ
マ
社
長
。
30
代
と
ま
だ
若

手
な
が
ら
も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
き
っ
か
け
に
、
高
い
統
率

力
で
カ
イ
ゼ
ン
活
動
の
積
極
的
な
導

入
を
図
り
、
成
果
を
挙
げ
て
き
た
企

業
の
一
つ
だ
。「
07
年
末
の
世
界
金

融
危
機
の
あ
お
り
を
受
け
、
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
は
わ
れ
わ
れ

の
大
き
な
課
題
で
し

た
。
で
も
、
十
分
な

予
算
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が

な
か
っ
た
し
、
ど
う

従
業
員
を
巻
き
込
ん

だ
ら
い
い
の
か
も
分

か
ら
な
か
っ
た
。
だ

か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
話
を
聞
い
た
と

き
、
真
っ
先
に
手
を

挙
げ
た
ん
で
す
」。

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
生
産

ラ
イ
ン
の
レ
イ
ア
ウ
ト
改
善
。「
半

年
前
は
生
産
工
程
が
〝
ス
パ
ゲ
テ
ィ

の
よ
う
に
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
〞
で
、
製

品
が
同
じ
場
所
を
行
っ
た
り
来
た
り

と
ム
ダ
が
多
か
っ
た
」
と
土
屋
茂
機
・

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
は
振
り
返
る
。
し

か
し
、
土
屋
専
門
家
と
C
E
T
I
M

E
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
訪
問
指
導

を
繰
り
返
し
た
お
か
げ
で
、
現
在
の

工
場
内
は
見
る
か
ら
に
〝
す
っ
き

り
〞。
生
産
ラ
イ
ン
も
ス
パ
ゲ
テ
ィ

型
か
ら
シ
ン
プ
ル
な
Ｕ
字
型
に
変
更

さ
れ
、
整
然
と
並
べ
ら
れ
た
機
械
の

前
で
従
業
員
が
黙
々
と
作
業
に
励
ん

で
い
た
。「
こ
の
会
社
は
本
当
に
よ

く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
指

導
し
な
く
て
も
、
も
う
大
丈
夫
」
と
、

土
屋
専
門
家
も
太
鼓
判
を
押
す
ほ
ど

だ
。

　

こ
の
よ
う
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
対
象
企
業
を
回

り
、
診
断
や
カ
イ
ゼ
ン
提
案
を
行
う

「
実
地
訓
練
」
を
重
視
し
て
い
る
の

が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
徴
だ
。

と
い
う
の
も
カ
イ
ゼ
ン
の
手
法
は
、

レ
イ
ア
ウ
ト
改
善
、
作
業
員
数
の
最

小
化
、
５
Ｓ
、
Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
※
１
、Ｑ
Ｃ

サ
ー
ク
ル
※
２
、
ト
ヨ
タ
生
産
方
式

※
３
…
と
さ
ま
ざ
ま
。
ど
の
手
法
で

カ
イ
ゼ
ン
を
図
る
か
は
、
業
種
や
経

営
方
針
、
工
場
内
の
現
状
な
ど
に
よ

っ
て
企
業
ご
と
に
異
な
る
か
ら
だ
。

「
机
上
の
知
識
だ
け
で
は
不
十
分
で

す
。
本
物
の
実
力
を
つ
け
る
に
は
、

現
場
・
現
実
・
現
物
の
３
つ
の
『
現
』

で
ム
ダ
を
見
抜
く
こ
と
が
大
切
」。

池
田
克
登
志
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
も

そ
う
強
調
す
る
。

　

09
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
技
術
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
率
い
る
専
門
家
チ

ー
ム
は
皆
、
公
益
財
団
法
人
日
本
生

産
性
本
部
の
面
々
だ
。
そ
の
名
の
通

り
同
財
団
は
、「
生
産
性
運
動
」
の

推
進
に
よ
り
日
本
経
済
の
発
展
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
現
在

も
、
国
内
向
け
の
企
業
診
断
や
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
養
成
を
行
っ
て
お
り
、

ま
さ
に
品
質
・
生
産
性
向
上
の
〝
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
〞
と
も
い
え
る
。
彼

ら
の
指
導
に
触
発
さ
れ
た
の
か
、「
い

つ
か
私
た
ち
も
、
日
本
生
産
性
本
部

の
よ
う
な
組
織
を
つ
く
り
た
い
」
と

ベ
ン
・
フ
ァ
ル
ハ
ッ
ト
Ｕ
Ｇ
Ｐ
Ｑ
所

長
も
熱
弁
を
振
る
う
。

　

翌
日
、
池
田
専
門
家
と
と
も
に
向

か
っ
た
の
は
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
や
電

力
計
な
ど
を
生
産
す
る
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｅ

社
だ
。
76
年
に
創
業
し
た
同
社
は
、

以
前
か
ら
「
品
質
・
環
境
管
理
部
門
」

を
設
け
、
自
主
的
に
顧
客
満
足
を
高

め
る
た
め
の
商
品
づ
く
り
に
努
め
て

き
た
。「『
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
１
』
や

『
Ｔ
Ｓ
１
６
９
４
９
』
と
い
っ
た
品

質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
国
際
規

格
の
認
証
も
受
け
て
い
る
」
と
ハ
ビ

ブ
・
ア
イ
ウ
ニ
部
長
。
そ
の
表
情
は

ど
こ
か
誇
ら
し
げ
だ
。

　

だ
が
、
長
年
に
わ
た
り
国
内
外
の

工
場
で
品
質
・
生
産
性
向
上
に
取
り

組
ん
で
き
た
池
田
専
門
家
の
目
は
、

あ
ち
こ
ち
に
あ
る
〝
ム
ダ
〞
を
見
逃

さ
な
か
っ
た
。「
特
に
目
立
っ
た
の

は
不
良
品
率
が
異
常
に
高
い
こ
と
。

生
産
方
式
に
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま

し
た
」。

　

原
因
は
、
電
力
計
の
組
み
立
て
ラ

イ
ン
に
お
け
る
「
バ
ッ
チ
生
産
」
に

あ
っ
た
。「
工
程
ご
と
に
大
量
の
部

品
・
途
中
製
品
の
在
庫
を
抱
え
な
が

ら
生
産
し
、
か
つ
ム
ダ
な
動
き
も
多

い
こ
の
生
産
方
式
だ
と
、
不
良
品
が

出
た
と
き
に
多
く
の
手
直
し
が
発
生

し
て
し
ま
い
ま
す
。
安
い
部
品
な
ら

ま
だ
し
も
、
高
額
な
ら
ば
経
営
を
圧

迫
し
か
ね
ま
せ
ん
」。

　

そ
こ
で
池
田
専
門
家
は
、
1
個
ず

つ
生
産
し
て
1
個
ず
つ
次
の
工
程
へ

送
る
こ
と
で
、「
人
・
設
備
・
材
料
」

や
「
ム
リ
・
ム
ラ
・
ム
ダ
」
を
最
小

化
す
る
「
１
個
流
し
生
産
」
の
導
入

を
提
案
。
こ
の
１
年
間
で
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ｉ

Ｍ
Ｅ
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
10
回
に

わ
た
っ
て
訪
問
し
、
う
ち
６
回
は
池

田
専
門
家
が
同
行
。「
必
要
な
モ
ノ

を
必
要
な
時
に
必
要
な
だ
け
作
る

『
ジ
ャ
ス
ト 

イ
ン 

タ
イ
ム
』
や
、
不

良
品
が
発
生
し
た
際
に
作
業
を
自
動

停
止
す
る
『
自
働
化
』
と
い
う
ト
ヨ

タ
生
産
方
式
の
２
本
柱
を
徹
底
的
に

学
ん
で
も
ら
っ
た
」。

　

そ
の
結
果
、
驚
異
的
な
効
果
が
表

れ
る
。
３
人
の
人
員
削
減
に
成
功
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
時
間
当
た

り
の
生
産
量
が
60
台
か
ら
１
０
０
台

に
増
加
。
一
人
当
た
り
の
生
産
性
は

６
台
か
ら
14
・
２
台
と
、「
１
３
８

％
ア
ッ
プ
」
を
果
た
し
た
。
ま
た
、

高
か
っ
た
不
良
品
率
も
５
％
か
ら
２

％
へ
と
減
少
し
て
い
る
。

　
「
最
初
の
２
〜
３
回
は
何
を
言
っ

て
も
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、
彼
ら
は

で
き
な
い
理
由
ば
か
り
を
並
べ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
回
を
重
ね
る
う
ち

に
意
識
に
も
変
化
が
表
れ
、
ほ
か
の

カ
イ
ゼ
ン
に
も
取
り
組
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
で
は
『
こ
っ
ち
の
ラ

イ
ン
も
見
て
く
れ
な
い
か
？
』
と
積

極
的
に
聞
い
て
く
る
ほ
ど
」（
池
田

専
門
家
）。
喜
ば
し
い
変
化
だ
。「
人

員
削
減
は
雇
用
問
題
に
な
る
の
で

は
？
」
と
い
う
疑
問
に
は
、「
品
質

や
生
産
効
率
が
良
く
な
る
と
、
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
か
ら
も
信
頼
さ
れ
、
ま
た

コ
ス
ト
が
下
が
り
競
争
力
が
つ
く
の

で
発
注
量
の
増
加
や
新
規
受
注
に
つ

な
が
る
。
そ
の
結
果
、
あ
ふ
れ
た
人

員
は
新
た
な
ラ
イ
ン
で
働
い
て
も
ら

う
こ
と
も
で
き
る
」
と
池
田
専
門
家

が
答
え
て
く
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
実
地
訓
練
で
日
本
人
専

門
家
の
〝
鋭
い
目
〞
を
間
近
に
感
じ

て
き
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
た
ち
は
こ

う
話
す
。「
一
つ
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス

を
大
切
に
す
る
日
本
人
の
我
慢
強
さ

や
丁
寧
さ
。
ま
さ
に
カ
イ
ゼ
ン
の
基

本
姿
勢
だ
と
思
い
ま
す
」
と
C
E
T

I
M
E
の
ヘ
ラ
・
フ
マ
イ
ド
さ
ん
。

ま
た
、
池
田
専
門
家
と
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｅ

社
の
指
導
に
当
た
っ
て
き
た
C
E
T

I
M
E
の
ラ
ム
ジ
・
エ
ル
・
メ
タ
ハ

ミ
ム
さ
ん
は
「
問
題
点
を
あ
っ
と
い

う
間
に
発
見
で
き
る
の
は
、
長
い
実

務
経
験
が
あ
っ
て
こ
そ
。私
も
Ｍ
ｒ
．

Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ａ
の
よ
う
に
経
験
を
積
み

上
げ
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
る
。

　

こ
う
し
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
成
功
体

験
に
、
周
辺
国
も
注
目
し
て
い
る
。

今
年
1
月
に
は
エ
チ
オ
ピ
ア
の
視
察

団
が
訪
れ
、
今
度
は
エ
ジ
プ
ト
も
訪

問
を
希
望
し
て
い
る
そ
う
だ
。「
カ

イ
ゼ
ン
を
導
入
す
る
各
国
の
取
り
組

み
が
共
有
さ
れ
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
の
関
係
者
が
自
国
が
置
か
れ
た

状
況
下
で
ベ
ス
ト
の
モ
デ
ル
を
模
索

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
そ
れ
を
〝
促
進
〞
し
て
い
き

た
い
」。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
チ
ュ
ニ
ジ
ア
事
務

所
の
橋
口
道
代
所
長
も
期
待
を
膨
ら

ま
せ
る
。

　
「
ム
リ
・
ム
ラ
・
ム
ダ
」
を
な
く

し
て
「
楽
に
・
早
く
・
安
く
」
製
品

を
作
る
た
め
の
〝
カ
イ
ゼ
ン
活
動
〞

は
、地
味
で
地
道
な
も
の
。
し
か
し
、

国
際
競
争
に
負
け
な
い
強
い
企
業
を

育
て
て
い
く
た
め
に
は
、
何
も
増
し

て
大
切
な
取
り
組
み
だ
。

３
つ
の「
現
」で
ム
ダ
を
見
抜
く

徐
々
に
浸
透
す
る

〝
カ
イ
ゼ
ン
〞へ
の
意
識

生
産
性
運
動
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
指
導

※1 Single-Minute Exchange of Dieの略。10分以内で機械の金型を交換する手法。
※2 品質向上のための活動を職場内の小グループで継続的に行うこと。QCはQuality Controlの略。
※3 ムダの徹底排除と製造方法の合理性を追求した製造現場での生産方式。トヨタ自動車工業株式
会社の元副社長・大野耐一氏が提唱。

ジ
ェ
イ
ジ
ャ
ー

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ズ

チ
ュ
ニ
ジ
ア

シ

ア

ム

「一本のラインの成功が従業員にもいい影響を与え、ラインごとに
競争意識が生まれました」と話すJAEGERのボウドゥマ社長

以前は在庫や製品が無秩序にうずたかく積まれていたJAEGER社の倉庫（左）。カイ
ゼン後は見違えるように整頓され、「どこに」「何が」「どれだけ」あるかが一目で分かるよ
うになった

生産性が138％アップしたSIAME社の電力計の組み立てライ
ン。学校の教室のようなレイアウトの「バッチ生産」（上）を「1個流
し生産」（下）に変更し、半分程度のスペースで済むようになった

チュニジアの機械・電気電子技術の開発・普及に努めるCETIMEの
フェリド・ヘレリ所長。JICAはCETIMEに対し、同プロジェクト以前からコ
ンサルタントの研修などを支援してきた。「コンサルタントの育成システム
では日本から多くのことを学びました。それを生かし、アフリカ各国からコ
ンサルタントを受け入れて独自に研修も実施しています」

（右）作業机に立てられた看板にアラビア語で書かれている「品質管理のための心得」
（左）SIAME社の品質・管理サブマネージャー、ソフィアンさんの執務室は5Sが徹底され、
ファイルなどもきちんと管理されている

Before

After

Before After

f rom
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「
私
た
ち
の
会
社
は
〝
３
Ｓ
活
動
〞

を
徹
底
し
て
い
ま
す
！
」

　

広
い
空
間
に
整
然
と
並
べ
ら
れ

た
機
械
の
そ
ば
で
、
社
員
が
て
き
ぱ

き
と
作
業
を
し
て
い
る
。そ
の
横
に

目
を
や
る
と
壁
に
大
き
な
パ
ネ
ル

が
―
。金
づ
ち
や
ペ
ン
チ
な
ど
の
工

具
が
、
線
を
描
く
よ
う
に
一
つ
一
つ

き
れ
い
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

　

７
月
下
旬
、
大
阪
府
東
大
阪
市
の

工
業
地
帯
の
一
角
、
榛
木
金
属
工
業

株
式
会
社
を
訪
問
し
た
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
。同
社
は

創
業
94
年
、
社
内
業
務
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
で「
整
理
、
整
頓
、
清
掃
」の
３

Ｓ
を
推
進
。社
員
一
人
一
人
の
地
道

な
努
力
に
よ
り
、〝
技
術
〞
と
〝
生
産

性
〞
に
お
い
て
、
日
本
の
金
属
加
工

業
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
維
持
し
て

き
た
。

　

今
回
、
来
日
し
た
の
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
運
営
を
支
援
す
る
「
ウ
ズ
ベ
キ
ス

タ
ン
日
本
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
（
通

称
：
日
本
セ
ン
タ
ー
※
）」
が
開
講
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の
成
績
優
秀
者

６
人
。５
カ
月
に
わ
た
り
、生
産
管
理

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
基
本
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
、
日
本
の
企
業
理

念
や
経
営
方
法
な
ど
の
理
論
を
徹
底

的
に
学
ん
だ
後
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
大
阪
が

実
施
す
る「
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
研
修
」に

参
加
。フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
一
環

と
し
て
、
関
西
を
中
心
に
10
数
社
の

企
業
を
訪
問
し
、
経
営
幹
部
か
ら
は

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
社
員
か
ら
は
業

務
を
効
率
的
に
進
め
る〝
カ
イ
ゼ
ン
〞

の
工
夫
を
教
わ
っ
た
。

　

こ
の
日
は
、
常
務
取
締
役
の
榛
木

孝
至
さ
ん
の
引
率
の
下
、〝
榛
木
流
カ

イ
ゼ
ン
活
動
〞
の
現
場
を
視
察
。「
必

要
な
も
の
が
、
い
つ
で
も
、
誰
に
で

も
、
す
ぐ
に
取
り
出
せ
る
こ
と
が
大

切
。使
用
す
る
工
具
は
す
べ
て
、皆
が

見
え
る
場
所
に
置
い
て
管
理
し
て
い

ま
す
」と
説
明
し
て
く
れ
た
。辺
り
を

見
回
す
と
、
工
場
内
に
は
ほ
こ
り
一

つ
な
い
。〝
ピ
カ
ピ
カ
〞
と
い
う
言
葉

が
ぴ
っ
た
り
だ
。一
つ
一
つ
の
取
り

組
み
が
す
べ
て
、
生
産
性
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
だ
。

　
「
社
員
が
〝
カ
イ
ゼ
ン
〞
の
必
要
性

を
認
識
す
る
こ
と
。そ
し
て
、彼
ら
自

身
が
ア
ク
シ
ョ
ン
を
提
案
し
、
実
行

で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
る
こ
と

が
大
き
な
一
歩
な
の
で
す
」。榛
木
さ

ん
の
言
葉
に
、
６
人
の
研
修
員
た
ち

は
深
く
う
な
ず
い
て
い
た
。

社
員
の
手
で
生
み
出
す

カ
イ
ゼ
ン
活
動

　

研
修
員
た
ち
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
国
内
の
民
間
企
業
に
勤
め
る
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
や
起
業
を
志
す
未
来
の
経

営
者
。製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
ま

で
携
わ
る
分
野
は
異
な
る
が
、
独
立

後
の
市
場
経
済
化
に
対
応
す
べ
く

「
ビ
ジ
ネ
ス
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し

た
い
」と
、日
本
セ
ン
タ
ー
の
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
ス
を
受
講
し
て
い
る
。

　
「
顧
客
が
満
足
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
社
員
が

満
足
で
き
る
労
働
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
カ
ギ
」。製
紙
メ
ー
カ
ー
に
勤
め

る
タ
イ
ケ
ー
ノ
ヴ
ァ
・
カ
ミ
ー
ラ
さ

ん
は
、
こ
う
し
た
株
式
会
社
関
西
ホ

ー
ム
サ
ー
ビ
ス
の
理
念
に
感
銘
を
受

け
た
と
い
う
。「
ま
ず
は
社
員
の
間
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
化

し
、
団
結
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な

仕
掛
け
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と

意
欲
を
燃
や
し
て
い
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
大
阪
は
２
０
０
２
年
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
加
え
て
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、

ラ
オ
ス
の
日
本
セ
ン
タ
ー
の
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
ス
で
生
産
性
向
上
な
ど
を
学

ぶ
企
業
家
を
対
象
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

実
務
研
修
を
ス
タ
ー
ト
。こ
れ
ま
で

１
５
０
人
以
上
が
、
日
本
企
業
の
カ

イ
ゼ
ン
の
現
場
を
視
察
し
て
き
た
。

「
も
ち
ろ
ん
、日
本
の
や
り
方
が
そ
の

ま
ま
適
用
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。カ
イ
ゼ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
自

分
な
り
に
理
解
し
、
各
企
業
に
合
っ

た
ア
ク
シ
ョ
ン
を
見
つ
け
出
し
て
も

ら
う
こ
と
が
狙
い
で
す
」と
、研
修
を

担
当
す
る
財
団
法
人
太
平
洋
人
材
交

流
セ
ン
タ
ー
国
際
交
流
部
担
当
部
長

の
瀬
戸
口
恵
美
子
さ
ん
は
話
す
。

　

８
年
に
わ
た
る
協
力
の
成
果
は
、

徐
々
に
現
れ
始
め
て
い
る
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
は
今
年
３
月
、
こ
れ
ま
で
の
研
修

の
成
果
を
振
り
返
る
た
め
に
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
調
査
を
実
施
。ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
、キ
ル
ギ
ス
、カ
ザ
フ
ス
タ
ン

の
帰
国
研
修
員
を
訪
問
し
た
。調
査

に
参
加
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
大
阪
の
加
藤

め
ぐ
み
さ
ん
は
、「
ど
の
国
で
も
、
従

来
の
や
り
方
を

簡
単
に
は
変
え

ら
れ
な
い
苦
労

が
あ
り
な
が
ら

も
、
日
本
の
研

修
で
学
ん
だ
こ

と
を
確
実
に
生

か
し
て
い
た
」

と
、
現
地
で
目

の
当
た
り
に
し

た
彼
ら
の
努
力

を
強
調
す
る
。

従
業
員
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
定

例
化
し
た
り
、

新
た
に
掃
除
の
時
間
を
設
け
た
り

―
。至
る
所
で
た
く
さ
ん
の
変
化
が

起
こ
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
今
回
の
研
修
か
ら
１
カ
月

後
、
参
加
者
の
一
人
で
あ
る
ス
チ
リ

ナ
・
マ
リ
ー
ナ
さ
ん
か
ら
便
り
が
届

い
た
。機
械
の
開
発
・
製
造
を
行
う

企
業
で
財
務
関
連
の
業
務
を
担
う
彼

女
は
「
少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
い
ま
す
」と
、工
具
を
パ
ネ
ル

に
整
理
し
た
写
真
な
ど
を
送
っ
て
く

れ
た
。他
方
、視
察
先
と
な
っ
た
日
本

の
企
業
側
か
ら
は
、
研
修
員
の
受
け

入
れ
を
通
じ
て
、「
社
内
で
取
り
組
ん

で
き
た
カ
イ
ゼ
ン
活
動
が
、
海
外
の

企
業
で
も
役
立
つ
普
遍
的
な
も
の
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
」
と
の
声

も
聞
か
れ
る
。

　

日
本
の
企
業
を
支
え
て
き
た
カ
イ

ゼ
ン
活
動
は
、海
を
越
え
て
、世
界
各

地
に
確
実
に
広
ま
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
各
地
に
広
が
る

研
修
の
成
果
の
種

日本企業の
底力を学ぶ

from ウズベキスタン
UZBEKISTAN

商品を消費者に浸透させるた
め、調理方法などについての提
案活動を行うマロニー株式会社

有限会社安久工機では、社長から
経営戦略についても説明を受けた

長年にわたって、
日本企業の発展を支えてきたカイゼン活動。
その実践の場をこの目で確かめようと、
中央アジアのウズベキスタンから

ビジネスマンの研修員たちがやって来た。

f rom

UZBEKISTAN
ウズベキスタン

ウズベキスタンの研修
員、スチリナ・マリーナさ
んから送られてきた写
真。日本で視察した工具
の整理ボードや庭掃除
など、早速カイゼン活動
を始めていた

は
り
き

※市場経済化を担う人材育成の拠点として、JICAの支援を通じて、8カ国9カ所
（ウクライナ、ウズベキスタン、カザフスタン、カンボジア、キルギス、ベトナム、モンゴ
ル、ラオス）に設立。技術協力プロジェクトによりJICAが運営を支援している。

キルギス

カザフスタン
ウズベキスタン

（上）イートアンド株式会社が展開する大阪王将のぎょうざ作りを体験
（下）榛木金属工業の社員から、工具整理パネルについて説明を受ける
研修員たち
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薬
が
種
類
ご
と
に
整
然
と
並
べ
ら

れ
た
薬
品
棚
。床
に
張
ら
れ
た
テ
ー

プ
に
沿
っ
て
、
決
め
ら
れ
た
位
置
に

き
ち
ん
と
配
置
さ
れ
た
車
い
す
。

　
「
何
が
ど
こ
に
あ
る
か
す
ぐ
に
分

か
り
、
と
て
も
働
き
や
す
く
な
り
ま

し
た
」

　

タ
ン
ザ
ニ
ア
最
大
の
都
市
・
ダ
ル

エ
ス
サ
ラ
ー
ム
か
ら
車

で
南
に
約
12
時
間
、
ム

ベ
ヤ
病
院
の
看
護
師
が

笑
顔
で
話
す
。以
前
は
、

使
用
済
み
の
医
療
器
具

や
薬
品
が
所
構
わ
ず
放

置
さ
れ
て
い
た
と
い
う

こ
の
病
院
。業
務
効
率

も
悪
く
、
一
日
待
っ
て

も
診
察
を
受
け
ら
れ
な

い
患
者
も
多
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
ム
ベ
ヤ
病
院

を
大
き
く
生
ま
れ
変
わ

ら
せ
た
の
が
、
日
本
の
製
造
現
場
か

ら
生
ま
れ
た「
５
Ｓ
」と「
カ
イ
ゼ
ン
」。

「
今
で
は
待
た
さ
れ
る
時
間
も
短
く

な
り
、
医
師
や
看
護
師
の
対
応
も
良

く
な
っ
た
。そ
し
て
何
よ
り
、
清
潔
な

病
院
は
安
心
」
と
患
者
か
ら
も
喜
ば

れ
て
い
る
。

　

ア
フ
リ
カ
の
す
べ
て
の
病
院
に
５

Ｓ
―
カ
イ
ゼ
ン
を
。そ
ん
な
願
い
と
と

も
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
２
０
０
７
年
か

ら
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
の
国
々
で

実
施
し
て
い
る
の
が
「
き
れ
い
な
病

院
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。保
健
・
医
療
機
材

が
極
端
に
不
足
し
て
い
る
こ
の
地
域

に
対
し
て
、
保
健
・
医
療
を
担
当
す

る
行
政
官
、
医
師
や
看
護
師
と
い
っ

た
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
や
セ

ミ
ナ
ー
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
保
健

省
担
当
官
に
よ
る
巡
回
指
導
な
ど
を

行
い
、
５
Ｓ
―
カ
イ
ゼ
ン
を

活
用
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
を
後
押
し
し
て
い

る
。こ
れ
ま
で
に
、日
本
の
病

院
や
大
学
の
教
授
陣
な
ど
の

協
力
の
下
で
、
タ
ン
ザ
ニ
ア

を
は
じ
め
ア
フ
リ
カ
15
カ
国

で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
各
国

で
一
つ
ず
つ
モ
デ
ル
病
院
を

選
び
、
そ
こ
を
拠
点
に
国
内

へ
の
普
及
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の

取
り
組
み
か
ら
学
ぶ

　

研
修
や
巡
回
指
導
な
ど
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
、
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ

の
国
で
５
Ｓ
―
カ
イ
ゼ
ン
の
推
進
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
行
政
官
や
医
療
従

事
者
た
ち
。そ
ん
な
彼
ら
の
脳
裏
に
焼

き
付
い
て
い
る
の
が
、07
年
３
月
に
視

察
し
た
ス
リ
ラ
ン
カ
の
病
院
で
の
光

景
だ
。訪
れ
た
の
は
、
日
本
の
５
Ｓ
―

カ
イ
ゼ
ン
を
独
自
に
取
り
入
れ
、医
療

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
劇
的
に
向
上
さ
せ

た
、コ
ロ
ン
ボ
の
キ
ャ
ッ
ス
ル
ス
ト
リ

ー
ト
病
院
。使
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
倉

庫
を
整
理
し
て
病
床
を
増
や
し
た
ほ

か
、カ
ル
テ
の
取
り
扱
い
方
を
工
夫
し

た
り
、リ
ネ
ン
や
医
療
器
具
の
使
用
前

後
の
分
別
、
衛
生
管
理
の
徹
底
、
休
憩

室
の
設
置
に
よ
る
ス
タ
ッ
フ
の
労
働

環
境
改
善
に
取
り
組
ん
だ
同
病
院
の

経
験
は
、ス
リ
ラ
ン
カ
全
土
１
５
０
カ

所
以
上
の
病
院
に
も
広
が
っ
て
い
る

と
い
う
。母
国
で
も
導
入
で
き
そ
う
な

〝
簡
単
な
〞
実
践
例
を
数
多
く
目
に
し

た
ア
フ
リ
カ
の
研
修
員
た
ち
は
、大
き

な
衝
撃
を
受
け
た
。

　
「
何
か
気
に
な
る
点
は
あ
り
ま
す

か
？
」

「
入
院
患
者
の
回
診
に
使
う
薬
剤
が
、

時
々
補
充
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

す
。毎
回
、
回
診
後
に
確
認
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
っ
て
み
て
は
？
」

　

タ
ン
ザ
ニ
ア
の
モ
デ
ル
病
院
で
あ

る
ム
ベ
ヤ
病
院
の
一
室
で
、
医
師
や

看
護
師
た
ち
が
何
や
ら
真
剣
な
表
情

で
話
し
合
っ
て
い
た
。彼
ら
は
、
各
部

門
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
「
業
務

改
善
チ
ー
ム
」
の
メ
ン
バ
ー
。５
Ｓ
に

よ
る
職
場
環
境
の
改
善
、
そ
し
て
５

Ｓ
を
踏
ま
え
た
診
療
活
動
や
医
療
体

制
な
ど
の
カ
イ
ゼ
ン
を
図
る
た
め
、

職
員
か
ら
募
っ
た
意
見
や
ア
イ
デ
ア

を
参
考
に
改
善
策
を
定
期
的
に
協
議

し
て
い
る
。

　
「
こ
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
、『
自
分
た
ち
の
意
見
が
必
要
さ
れ

て
い
る
』
と
職
員
が
実
感
す
る
よ
う

に
な
り
、
仕
事
へ
の
姿
勢
も
前
向
き

に
な
り
ま
し
た
」
と
看
護
師
長
の
ア

デ
ラ
・
ム
ブ
ラ
さ
ん
。こ
れ
ま
で
に
、

病
棟
の
整
理
整
頓
の
達
成
状
況
が
一

目
で
分
か
る
ボ
ー
ド
を
作
成
す
る
な

ど
、
一
人
一
人
の
問
題
意
識
の
高
ま

り
が
形
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

を
生
ん
で
い
る
。

　

そ
ん
な
ム
ベ
ヤ
病
院
の
取
り
組
み

は
、
国
内
各
地
の
病
院
に
も
着
実
に

広
が
っ
て
い
る
。そ
の
数
は
全
国
37

カ
所
。巡
回
指
導
な
ど
で
精
力
的
に
各

病
院
を
飛
び
回
る
石
島
久
裕
・Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
専
門
家
は
、「
金
銭
的
な
余
裕
が

な
く
て
も
、
多
く
の
病
院
が
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
努
力
し
て
い

る
。そ
の
様
子
を
見
る
の
は
、
自
分
に

と
っ
て
も
大
き
な
や
り
が
い
と
な
っ

て
い
ま
す
」と
話
す
。

　

一
方
、
青
年
海
外
協
力
隊（
保
健
分

野
）の
多
く
も
、
各
国
の
医
療
施
設
で

5
S
―
カ
イ
ゼ
ン
の
普
及
に
努
め
て

い
る
。ウ
ガ
ン
ダ
の
モ
デ
ル
病
院
・

ト
ロ
ロ
病
院
で
は
、
協
力
隊
員
で
保

健
師
の
小
林
絵
梨
さ
ん
が
、
５
Ｓ
―
カ

イ
ゼ
ン
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
。整
理

整
頓
の
推
進
や
、
病
院
内
の
５
Ｓ
―
カ

イ
ゼ
ン
に
関
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

変
化
を
生
み
出
す
の
は

一
人
一
人
の
意
識
改
革

〝
き
れ
い
な
病
院
〞
を
ア
フ
リ
カ
に
！

from サハラ以南アフリカ
SUB-SAHARAN AFRICA

医
薬
品
や
カ
ル
テ
の
整
理
・
整
頓
な
ど
「
5
S
」
の
推
進
に
よ
っ
て

病
院
ス
タ
ッ
フ
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

さ
ら
に
「
カ
イ
ゼ
ン
」
に
よ
っ
て
効
率
的
な
診
療
活
動
や
患
者
が

安
心
で
き
る
医
療
体
制
を
実
現
し
た
ス
リ
ラ
ン
カ
の
病
院
。

そ
の
経
験
が
今
、
遠
く
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
に
も
伝
わ
り
、

各
国
で
〝
き
れ
い
な
病
院
〞
を
広
げ
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

f rom

SUB-SAHARAN AFRICA
サハラ以南アフリカ

ウガンダのトロロ病院で、病院全体の問題点を踏まえ、
5S-カイゼンの促進のためのミーティングに参加する青
年海外協力隊の小林さん（右から2人目）

各部署には、５S-カイゼンの進捗状況を示す掲
示板が設けられるようになった

きれいな病院プログラム実施国

マダガスカル

タンザニア

エリトリア

モロッコ

マラウイ

ナイジェリア
ベナン

ブルンジ

ブルキナファソ

マリ

ウガンダ

コンゴ民主
共和国

ニジェールセネガル

ケニア

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。

　
「
以
前
は
問
題
だ
と
認
識
し
て
い
な

が
ら
何
の
手
も
打
と
う
と
し
な
か
っ

た
記
録
の
不
備
も
、最
近
は
自
分
た
ち

で
指
摘
し
合
う
よ
う
に
な
る
な
ど
、職

員
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ

う
で
す
」
と
小
林
さ
ん
。視
察
に
訪
れ

る
他
の
病
院
関
係
者
の
良
き
手
本
と

な
る
よ
う
、「
ゆ
っ
く
り
で
も
い
い
の

で
着
実
に
」病
院
内
の
カ
イ
ゼ
ン
を
進

め
て
い
く
つ
も
り
だ
。

　
「
５
Ｓ
―
カ
イ
ゼ
ン

は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

手
法
と
し
て
は
と
て

も
シ
ン
プ
ル
で
す
」。

長
年
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

立
ち
上
げ
に
尽
力
し

て
き
た
北
海
道
医
療

大
学
の
半
田
祐
二
朗

教
授
は
そ
う
話
す
。

「
で
も
、
シ
ン
プ
ル
な

活
動
が
、
医
療
の
質
を

大
き
く
向
上
さ
せ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。そ

れ
が
、
ア
フ
リ
カ
で
も

受
け
入
れ
ら
れ
た
理

由
で
し
ょ
う
」。

　

製
造
現
場
で
生
ま

れ
た
５
Ｓ
―
カ
イ
ゼ
ン

は
今
、〝
保
健
・
医
療

の
世
界
〞
に
も
変
革
を

起
こ
し
始
め
て
い
る
。

巡回指導中、アデラ看護師長に
アドバイスをする石島専門家
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以前は乱雑だった病
院内の棚（上）も、5S-
カイゼンの導入できれ
いに整理され（下）、業
務効率の向上につな
がった
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「シリア総合経営管理」コース
（2006年～）

シリアの企業経営幹部や企業支援業務を担う
工業会議所の職員を対象にした研修。日本企
業の視察を通じ、実践的な経営管理、品質・生
産管理、生産性向上について理解を深める。

カイゼン
世界に広がる

「生産性・品質向上センター
 プロジェクト」
（2007年～）

「生産性・品質向上」
（1995～2000年）

産業界の競争力向上を目指し、生産性・品質向
上センター（通称：カイゼンセンター）を設立。生
産性・品質管理分野のコンサルティング、研修
やワークショップの自立的実施を支援。

「品質・生産性向上計画調査」
（2009年～）

メレス首相のリーダーシップで産業省に設置され
た「カイゼン･ユニット」と協働で、企業のカイゼン
活動を通じた品質・生産性向上を図る。モデル
企業の診断を通じて、生産性向上の全国展開
に必要な取り組みを提言する。

「企業生産性向上プロジェクト」
（2005～06年）

モデル企業で生産性向上を達成するため、コン
サルタントと企業が協働で行うカイゼン活動を推
進。その成果を他の企業と共有することで、国
内全体で生産性向上を図った。

生産性向上の概念と技術を普及するため、経
済活動が活発な南部の品質・生産性機構パラ
ナ州支局の能力強化を支援。セミナーの組織
的運営、コンサルティングサービスの実施体制
を確立した。

市場経済への移行に伴って設立され
たハンガリー生産性センターの能力強
化を支援。企業診断などに必要なノウ
ハウを指導、国内の生産性運動をリー
ドする人材が多く育成された。

中小企業の競争力強化を目的に開発調査を実
施。中小企業を取り巻く現状把握、モデル企業
へのカイゼン活動の導入を通じて、経営・生産
管理技術の普及体制に対する提言を行った。

「生産性向上プロジェクト」
（1995～99年）

「中小企業活性化支援計画」
（2004～06年）

MAPイゼンに出会ったのは1994年のこ
と。日本企業のカイゼン活動のビデオ
を見たのですが、正直なところ、コスタ

リカで実現するのは難しいのではと感じました。
JICA専門家の指導の下、モデル企業で試験
的に導入した時も、自分の仕事以外のことに
取り組む習慣がなく、なかなか受け入れられず
苦労したのを覚えています。でも私自身、JICA
の研修で日本企業を視察して考えが変わりま
した。何としてでもコスタリカに浸透させたいと
いう思いが強まったのです。
　当初の苦労はありましたが、やはり百聞は一
見にしかず。コスタリカの企業人も、「整理・整
頓の日」や5Sの取り組みを議論する場を設け
るなど、小さな積み重ねから生まれる効果を肌
で実感することにより、少しずつ、自主的にカイ
ゼン活動に取り組むようになっていきました。
　現在はUIN-CEFOFを拠点に、中米各国の
中小企業支援機関とネットワークを形成し、域
内の生産性向上に取り組んでいます。私たち
が長年にわたって習得したノウハウは他国でも
応用できるはず。そう信じています。

国立工科大学
品質生産センター（UIN-CEFOF）
コンサルタント

マルビン・ヘレラ 氏

カ
コスタリカの中米域内産業技術育成センターと協働で、域
内のネットワークを形成・活用し、品質・生産性向上のための
人材育成を支援。第三国研修やセミナーなどを実施する。
（⇒左コラム参照）

から25年前、偶然手に取った新聞で
「国家生産性庁、日本に派遣するコ
ンサルタントを募集」という記事を目に

しました。日本で生産性向上のノウハウが学べ
る―。高度経済成長期の日本企業の躍進に
興味を持っていた私は、当時勤めていた会社
を退職。3カ月半、日本でJICAの研修に参加し
ました。
　日本で初めてカイゼンの現場を見た時の印
象は、“ショック”の一言に尽きます。どこに行っ
ても経営陣の熱意は相当なもので、社員の自
主性を尊重している点に感銘を受けました。シン
ガポールも負けてはいられない―。そんな思いで
JICA専門家と協働で、中小企業に対して社員
提案型の5Sの取り組みを指導してきました。
　現在はコンサルティング会社を立ち上げ、東
南アジア諸国連合（ASEAN）域内の中小企
業の生産性向上に取り組んでいます。少しず
つ5Sを理念に掲げる企業も増えてきましたが、
現場レベルで見るとまだ十分なものではない。
私が日本から学んだ知識を還元すべく、これか
らもカイゼンの普及に努めていきたいと思って
います。

ホウシンコンサルティング
代表取締役社長

ラム・チュン・シー 氏

今

From Singapore

日本

「生産性向上に重点を置いたパイ
ロット中小企業支援プロジェクト」
（2010年～）

世界金融危機により打撃を受けた中小企業の
パフォーマンス改善に貢献すべく、企業診断やセ
ミナー開催などを通じて得られた知見を基に、政
策レベルでの中小企業支援戦略を策定する。

カンボジア

「生産性向上プロジェクト」
（1983～90年）

ブラジル

中米カリブ地域

モルドバ

ハンガリー

「生産性向上プロジェクト」
（1994～2001年）

中小企業の生産性を改善するため、タイ生産性
本部と協働で企業へのカイゼン活動の導入を
支援。多くの企業で新たな生産管理の手法が
採用され、生産性活動が広く普及した。

タイ

シンガポール

エチオピア

エジプト

アルゼンチン

「中小企業の品質・生産性向上に係る
ファシリテーター能力向上プロジェクト」
（2009年～）

JICA初のカイゼン支援事例。シンガポール国家生産性庁（現在の企
画・生産性・革新庁）に、企業診断や品質管理のノウハウを伝授。200
社以上でカイゼン指導を実施、約200人が日本での研修に参加した。
（⇒左コラム参照）

JICAの支援により、世界各地に
広まりつつある日本式の“カイゼ
ン活動”。その一部を紹介。

特集

カイゼン
from JAPAN
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赤
、
青
、
黄
、
緑…

。
色
鮮
や
か
な
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
囲
み
、
数
人
の
大

人
た
ち
が
熱
心
に
議
論
し
て
い
る
。

　
「
こ
れ
は
右
に
置
い
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
」

　
「
い
や
、
そ
う
す
る
と
、
こ
っ
ち
が
取
り
出

せ
な
く
な
る
」

　
「
じ
ゃ
あ
、
す
ぐ
使
わ
な
い
か
ら
奥
に
し
ま

っ
て
お
こ
う
」

　

世
界
的
に
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
と
し
て
人

気
の〝
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
〞。
そ
れ
を
大
き
な
男
性
が
、

右
へ
左
へ
と
動
か
し
て
い
る
光
景
は
何
と
も

不
思
議
だ
。

　
「
こ
の
倉
庫
を
効
率
的
に
機
能
さ
せ
る
た
め

に
、
あ
と
何
を
整
理
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う

か
」

　

そ
う
語
り
掛
け
る
の
は
、
シ
ニ
ア
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
家
木
幸
一
さ
ん
。
派
遣
先
は
、

ヨ
ル
ダ
ン
大
学
の
中
に
国
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
環
で
設
置
さ
れ
た
、
産
業
界
の
人
材
育
成

機
関
Ｆ
Ｆ
Ｆ
。
生
産
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

指
導
し
て
い
る
彼
は
、Ｆ
Ｆ
Ｆ
ス
タ
ッ
フ
の
能

力
強
化
に
加
え
、
現
地
企
業
の
生
産
性
向
上

を
目
指
し
、
カ
イ
ゼ
ン
の
巡
回
指
導
、
企
業

診
断
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
精
力
的
に
活
動

し
て
い
る
。

　

家
木
さ
ん
は
日
本
有
数
の
総
合
電
機
系
メ

ー
カ
ー
の
出
身
。
約
40
年
に
わ
た
り
、
技
術

職
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ま
で
幅
広
い
業
務
を

経
験
し
た
。
定
年
退
職
後
も
、
自
分
の
経
験
・

知
識
を
生
か
せ
る
場
を
探
し
て
い
た
が
、
日

本
国
内
で
は
「
な
か
な
か
活
動
の
場
が
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
そ
こ
で
出
会
っ

た
の
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
。「
会
社
の
先
輩
か
ら
途
上
国
で
社
会
貢

献
が
で
き
る
道
が
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
、
第

２
の
人
生
の
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
挑
戦
し
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た
」。

　

近
年
、
経
済
発
展
が
急
速
に
進
む
ヨ
ル
ダ

ン
で
は
、
特
に
中
小
企
業
の
人
材
育
成
、
生

産
性
向
上
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
日
本
の
高

度
経
済
成
長
を
支
え
て
き
た
〝
カ
イ
ゼ
ン
活

動
〞
の
導
入
。「〝
カ
イ
ゼ
ン
〞
や
〝
５
Ｓ
〞

と
い
う
日
本
語
が
通
じ
る
ほ
ど
、
理
論
は
理

解
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
大
学
を
卒
業
し
て

ゲ
ン
バ
を
知
ら
ず
に
管
理
職
に
な
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、
な
か
な
か
実
践
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
の
で
す
」。

　

カ
イ
ゼ
ン
が
す
べ
て
の
企
業
活
動
の
ベ
ー

ス
に
な
る
の
は
周
知
の
事
実
。
し
か
し
こ
の

国
で
は
、
日
本
企
業
で
は
当
た
り
前
の
こ
と

が
一
筋
縄
に
は
い
か
な
い
。「
日
本
で
は
上
司

と
部
下
、
そ
し
て
仲
間
同
士
が
協
力
し
合
っ

て
、
５
Ｓ
を
実
践
す
る
習
慣
が
根
付
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
ヨ
ル
ダ
ン
の
人
た
ち
は
個
人

の
主
張
が
先
行
し
て
し
ま
い
、
集
団
で
何
か

を
す
る
こ
と
が
得
意
で
は
な
い
よ
う
で
す
」。

カ
イ
ゼ
ン
活
動
は
、
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て

行
う
も
の
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
そ
れ
を

彼
ら
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か―

。

「
誰
で
も
〝
こ
こ
が
ダ
メ
〞〝
あ
そ
こ
が
汚
れ

て
い
る
〞
な
ど
と
、
他
人
か
ら
指
摘
さ
れ
る

の
は
面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
方
法
を

押
し
付
け
る
だ
け
で
は
ダ
メ
。
彼
ら
の
プ
ラ

イ
ド
を
傷
つ
け
ず
、
自
主
性
を
引
き
出
せ
る

方
法
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
」。

　

試
行
錯
誤
の
末
、
家
木
さ
ん
が
考
案
し
た

の
が
「
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
た
５
Ｓ
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
」。
お
も
ち
ゃ
の
レ
ゴ
を
仮
想
の
倉

庫
に
見
立
て
、
在
庫
の
配
列
や
不
用
品
の
仕

分
け
、
運
搬
方
法
な
ど
の
効
率
化
を
ブ
ロ
ッ

ク
を
動
か
し
な
が
ら
考
え
る
と
い
う
も
の
だ
。

「
仕
事
場
か
ら
離
れ
た
環
境
で
、
和
や
か
な
雰

囲
気
で
５
Ｓ
の
基
本
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し

て
、
カ
イ
ゼ
ン
活
動
に
必
要
不
可
欠
な
〝
仲

間
意
識
〞を
は
ぐ
く
む
こ
と
も
狙
い
で
し
た
」。

　

さ
ら
に
家
木
さ
ん
は
、
レ
ゴ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
習
得
し
た
５
Ｓ
の
知
識
を
実
践
に
結
び

付
け
る
た
め
に
「
５
Ｓ
自
己
採
点
評
価
法
」

を
取
り
入
れ
た
。「
５
Ｓ
関
連
で
改
善
し
よ
う

と
す
る
項
目
を
５
〜
10
個
決
め
て
、
項
目
ご

と
に
５
段
階
の
採
点
表
を
作
る
ん
で
す
。
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
、
こ
の
期
間
で
こ

こ
ま
で
改
善
す
る
と
い
っ
た
計
画
を
立
て
、

定
期
的
に
状
況
を
自
己
評
価
し
て
も
ら
い
ま

し
た
」。
５
Ｓ
は
人
が
決
め
た
り
指
摘
さ
れ
た

り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
社
員
一
人
一
人
が

主
役
と
な
り
、
地
道
に
努
力
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い―

。
こ
れ
は
、
家
木
さ
ん
が

日
本
企
業
で
体
感
し
た
こ
と
。
ま
さ
に
〝
ゲ

ン
バ
〞
か
ら
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
だ
。

　

最
初
の
こ
ろ
は
、
ど
ん
な
に
カ
イ
ゼ
ン
の

効
果
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
「
メ
イ
ド
を
雇

っ
て
い
る
か
ら
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
を
捨
て

て
も
い
い
」
と
い
う
人
も
い
た
。
し
か
し
今

で
は
「
会
社
で
新
し
く
５
Ｓ
を
始
め
た
と
か
、

週
末
に
近
所
の
人
を
集
め
て
掃
除
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
か
。
一
つ
一
つ
の
変
化
が
う

れ
し
い
で
す
ね
」。
家
木
さ
ん
の
指
導
の
下
で

始
め
た
５
Ｓ
を
実
践
し
続
け
た
企
業
が
、
ヨ

ル
ダ
ン
の
優
良
企
業
と
し
て
も
表
彰
さ
れ
て

い
る
。

レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
た

５
Ｓ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

「仲間意識をはぐくみ生産性向上を広めたい」

40
年
の
企
業
経
験
を

途
上
国
で
生
か
し
た
い

シニア海外ボランティア
IEKI Koichi

家木 幸一 さん
ヨルダン南部の港湾都市アカ
バの職業訓練センターで、レゴ
ブロックを使った5Sトレーニング
を指導する家木さん

カイゼン活動に熱心な文具メーカーの社長（中央）
は、「日本が敗戦後、ゼロからの復興を遂げた原動
力となったのはカイゼン活動だ」と社員に訴える

長年、まさに日本企業のゲンバで“カイゼン”を実践してきた
シニア海外ボランティアの家木幸一さん。
その経験や知識を生かし、現在、中東のヨルダンで
ユニークな手法を取り入れたカイゼン活動に取り組んでいる。

ゲンバの風
第 20 回

　
「
若
い
こ
ろ
か
ら
積
み
上
げ
て
き
た
技
術
や

知
識
が
、
異
国
の
地
で
役
立
て
ら
れ
る
な
ん

て
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
」
と
い
う
家
木
さ

ん
。「
自
分
の
提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
時
の

喜
び
は
、
日
本
で
は
体
験
で
き
ま
せ
ん
ね
」

と
笑
う
。
休
み
の
日
に
は
、
趣
味
の
絵
を
子

ど
も
た
ち
に
教
え
る
な
ど
、
現
地
の
生
活
で

得
た
人
と
の
つ
な
が
り
は
か
け
が
え
の
な
い

宝
物
だ
。

　
「
現
地
の
人
と
心
を
通
わ
せ
、
共
に
考
え
、

同
じ
目
線
で
仕
事
に
取
り
組
む
。
そ
う
し
て

い
る
う
ち
に
、
若
い
こ
ろ
の
活
力
が
よ
み
が

え
る
気
が
す
る
ん
で
す
」

　

家
木
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

ヨ
ル
ダ
ン
で
の
活
動
は
、
自

身
の
仕
事
人
生
の
〝
カ
イ
ゼ

ン
〞
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

家木さんの派遣先FFFの同僚たち。大学機関なら
ではの専門知識を生かし、国内の企業活動を支援
している

レ　

ゴ

「5S自己採点評価法」を採用した肥
料会社の視察。職種柄、ほこりが出や
すい職場がきれいに清掃されていた

ヨルダン

いえき・こういち
1940年旧満州生まれ。総合電機系メーカーを定年退職後、
JICAシニア海外ボランティアに参加。ヨルダン（2003年10月
～05年10月、2010年1月～現在）とエジプト（07年11月～08
年2月、08年10～12月）に派遣。民間企業のTQM（総合的品
質管理）推進に携わる。
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医療や農業、行政など、県内のさまざまな経験・知識・人材を生かし、
国際協力に積極的に取り組む香川県。

真心を込めた香川発の支援が、開発途上国の人づくりに貢献している。

2010年8月、JICAの研修「農家組織によるため池を利用した地域の水管理」で、県内のため池を訪れたアフリカやアジアの研修員

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

　

ま
る
で
お
わ
ん
を
逆
さ
ま
に
し
た
よ
う
な

形
の
小
さ
な
山
々
の
間
に
点
在
す
る
、
数
多

く
の
た
め
池
。
雨
や
河
川
に
恵
ま
れ
ず
、
た

め
池
を
使
っ
た
節
水
農
業
を
古
く
か
ら
実
践

す
る
香
川
を
象
徴
す
る
景
観
だ
。
８
月
、
こ

の
〝
香
川
の
原
風
景
〞
を
舞
台
に
、
た
め
池

を
利
用
し
た
水
管
理
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
、

ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
た

ち
が
こ
の
地
を
訪
問
し
た
。「
た
め
池
は
、

安
定
し
た
水
の
確
保
や
効
率
的
な
水
の
管
理

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
地
域
の

農
業
を
支
え
て
い
る
ん
で
す
」。
県
の
土
地

改
良
課
や
「
水
土
里
ネ
ッ
ト
香
川※

」
な
ど

水
資
源
管
理
を
担
当
す
る
職
員
の
説
明
に
、

研
修
員
た
ち
は
終
始
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。

　
「
農
家
が
協
力
し
、
苦
労
し
て
地
域
で
水

を
分
け
合
っ
て
き
た
香
川
の
経
験
を
、
同
様

に
水
不
足
に
悩
む
国
や
地
域
の
た
め
に
少
し

で
も
役
立
て
て
ほ
し
い
」。
そ
う
話
す
の
は
、

香
川
県
総
務
部
国
際
課
の
六
車
桂
さ
ん
。「
多

く
の
関
係
者
の
協
力
で
実
り
あ
る
研
修
に
な

っ
た
」
と
喜
ぶ
。

　
「
国
際
交
流
」、「
外
国
人
住
民
へ
の
支
援
」

と
並
ぶ
国
際
事
業
３
本
柱
の
一
つ
と
し
て
、

「
国
際
協
力
」
の
積
極
的
な
推
進
に
努
め
る

香
川
県
。
県
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
知

識
や
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
研
修
員

の
受
け
入
れ
や
草
の
根
技
術
協
力
事
業
な
ど

で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
し
、
精
力
的
に
香
川
発

の
国
際
協
力
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

中
で
も
特
徴
的
な
の
が
、
02
年
か
ら
続
け

て
実
施
し
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協

力
事
業
だ
。「
香
川
ら
し
い
国
際
協
力
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
取
り
組

み
で
は
、
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ

ム
な
ど
こ
れ
ま
で
５
カ
国
を
対
象
に
、畜
産
・

農
業
、
水
産
、
環
境
、
行
政
改
革
、
医
療
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
支
援
を
展
開
。
豊
富

な
知
識
と
経
験
を
持
つ
県
内
の
専
門
家
を
現

地
に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
各
国
の
研
修
員

を
香
川
に
招
き
、
研
修
を
行
っ
て
き
た
。

　
「
こ
の
設
備
で
は
、
軽
度
の
骨
折
の
処
置

程
度
し
か
対
応
で
き
な
い
の
で
は…

」。
県

が
08
年
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
実
施
し
て
い
る

「
医
療
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
、
県
立

中
央
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
部
長
の
佐
々

木
和
浩
さ
ん
と
看
護
師
の
宮
川
公
伸
さ
ん

が
、
初
め
て
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
内
の
病
院

の
手
術
室
を
訪
れ
た
時
の
言
葉
だ
。
話
に
は

聞
い
て
い
て
も
、
施
設
も
医
療
器
具
も
満
足

に
そ
ろ
わ
な
い
現
状
を
い
ざ
目
の
当
た
り
に

す
る
と
、「
普
段
、
最
新
の
医
療
器
具
に
よ

る
高
度
な
救
急
医
療
が
当
た
り
前
の
環
境
に

あ
る
自
分
た
ち
に
、一
体
何
が
で
き
る
の
か
」

と
考
え
込
ん
だ
と
い
う
。

　

だ
が
そ
こ
で
心
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
モ
ノ

の
な
か
っ
た
時
代
か
ら
、
人
々
の
情
熱
と
勤

勉
性
で
今
を
築
き
上
げ
て
き
た
日
本
の
経
験

だ
っ
た
。「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、

意
志
と
熱
意
を
持
っ
た
医
療
人
材
を
一
人
で

も
多
く
育
て
る
こ
と
」。
現
地
の
医
師
や
看

護
師
の
た
め
に
、
基
本
的
な
救
急
医
療
や
応

急
処
置
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
終
了
し
た
後
も
救
急
医
療
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
彼
ら
と
熱
い
議
論
を
交
わ
し
た
。

そ
こ
で
は
、
勤
務
態
度
や
医
療
従
事
者
と
し

て
の
責
任
な
ど
、
厳
し
い
こ
と
も
あ
え
て
伝

え
て
き
た
。
そ
し
て
今
現
地
で
は
、
日
本
で

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
救
急
医
療
の
知
識

や
技
術
の
向
上
を
促
進
す
る
た
め
の
推
進
委

員
会
の
設
立
準
備
が
始
め
ら
れ
る
な
ど
、
支

援
の
成
果
が
芽
生
え
つ
つ
あ
る
。

　
「
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
イ
フ
ォ
ン
市
一
般
行
政

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
07
〜
09
年

に
行
政
官
18
人
を
香
川
県
に
招
い
て
研
修
を

実
施
。
六
車
さ
ん
は
「
体
制
が
異
な
る
国
の

行
政
担
当
者
が
香
川
か
ら
学
べ
る
こ
と
が
あ

る
の
か
、当
初
は
不
安
だ
っ
た
」
と
話
す
が
、

実
際
に
は
、
公
務
員
と
し
て
の
理
想
像
な
ど

考
え
を
同
じ
く
す
る
点
も
多
か
っ
た
と
い

う
。
中
で
も
研
修
員
が
感
心
し
た
の
は
、
講

義
の
時
間
を
超
え
て
も
熱
心
に
質
問
に
答
え

た
り
、
急
な
要
求
で
も
資
料
を
か
き
集
め
て

く
れ
る
な
ど
、
手
を
抜
か
ず
、
自
分
た
ち
の

た
め
に
可
能
な
限
り
協
力
し
よ
う
と
す
る
県

職
員
の
姿
勢
だ
っ
た
。「『
ベ
ト
ナ
ム
で
も
、

香
川
県
の
よ
う
な
公
務
員
を
育
て
な
く
て

は
』
と
い
う
感
想
を
聞
き
、
私
た
ち
の
思
い

が
伝
わ
っ
た
こ
と
が
実
感
で
き
、
う
れ
し
か

っ
た
で
す
ね
」。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
県
民
に
広
く
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
香
川
県
が
毎

年
初
春
、
県
庁
舎
で
行
っ
て
い
る
恒
例
の
イ

ベ
ン
ト
が
あ
る
。
途
上
国
で
活
躍
す
る
県
の

専
門
家
や
香
川
出
身
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
雄
姿
、
香
川
を
訪
れ
る
研
修
員
た
ち

の
真
剣
な
様
子
な
ど
を
鮮
や
か
な
写
真
で
紹

介
す
る
、「
国
際
協
力
写
真
展
」
だ
。

　
「
多
く
の
来
庁
者
が
足
を
止
め
、〝
香
川
ら

し
い
国
際
協
力
〞
を
通
じ
て
何
か
を
学
ぶ
途

上
国
の
人
々
の
姿
に
見
入
っ
て
い
ま
す
」
と

六
車
さ
ん
。「
限
ら
れ
た
人
員
、
時
間
で
、

香
川
県
に
で
き
る
国
際
協
力
は
何
か
と
悩
む

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も

相
手
を
思
い
、
最
大
限
の
お
手
伝
い
を
す
る

こ
と
こ
そ
が
私
た
ち
の
国
際
協
力
の
形
。
ど

ん
な
新
た
な
成
果
が
写
真
に
残
さ
れ
て
い
る

か
、
来
年
の
展
示
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
」。

　

そ
の
言
葉
に
、
香
川
県
の
国
際
協
力
に
込

め
ら
れ
た
〝
真
心
〞
を
感
じ
た
。

知
識
・
経
験
・
人
材
を

フ
ル
活
用
し
て

香
川
の
真
心
を
写
す
写
真
展

面積1,876.52平方キロ、人口約
100万人。瀬戸内海国立公園の中
心、四国の北東部に位置する全国
で最も小さな県。古くから水不足に悩
まされたことから、県内に1万4,000
カ所以上のため池があり、限られた
水の有効活用による農業が実践さ
れてきた。瀬戸内海には小豆島など
多くの島々が点在し、2010年7～
10月、7つの島と高松市を舞台に
「瀬戸内国際芸術祭2010」が開催
された。

香川県

17“ 香“香 川らしい国  国  際 協 力際協力 ”で人づくりを

2006～08年にカンボジアで実施した環境技術支
援では、現地で大気汚染の調査手法などを伝えるワ
ークショップを開催

2010年からはパラグアイで、農産物の活
用に関する支援を開始。9月には県の農業
分野の職員が現地調査や研修を行った

香川県の救急医療の現場を
視察するカンボジア人医師。
救急車にも同乗し、現場に立
ち会った

む
ぐ
る
ま
か
つ
ら

香川県

プノンペン市内の病院で、応急処置に関するワークショップを行う
医師の佐々木さん（中央）と看護師の宮川さん（右から2人目）

※「香川県土地改良事業団体連合会」の愛称

香  川  県

November 2010                         2021                         November 2010



　

コ
ン
コ
ン
コ
ン
コ
ン
…
。

　

真
っ
赤
な
赤
い
玉
が
、
く
る
く
る
と
宙
を

舞
う
。
簡
単
そ
う
に
見
え
る
が
、
い
ざ
や
っ

て
み
る
と
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。

　

夏
の
暑
さ
が
よ
う
や
く
和
ら
ぎ
始
め
た
９

月
下
旬
、
名
古
屋
市
内
の
公
民
館
に
た
く
さ

ん
の
人
々
が
集
っ
て
い
る
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

か
ら
子
ど
も
ま
で
、
皆
が
一
様
に
手
に
し
て

い
る
の
は
〝
け
ん
玉
〞。
一
昔
前
は
お
も
ち
ゃ

箱
の
中
の
定
番
だ
っ
た
が
、
今
で
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
ん
な
古
き
良
き

日
本
の
遊
び
道
具
に
挑
戦
し
な
が
ら
、「
意
外

と
難
し
い
ん
だ
な
あ
」。
そ
ん
な
声
が
飛
び
交

う
。

　
「
膝
の
バ
ネ
を
利
用
す
る
の
が
コ
ツ
で

す
！
」

　

そ
う
言
っ
て
、
鮮
や
か
な
け
ん
玉
さ
ば
き

を
見
せ
る
の
は
、Ｋ
Ｔ
Ｃ
中
央
高
等
学
院
（
以

下
、Ｋ
Ｔ
Ｃ
）
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生
徒
た

ち
。
赤
い
玉
が
ポ
ン
ッ
と
軽
や
か
に
木
の
皿

に
乗
る
と
、
わ
ぁ
っ
と
歓
声
が
起
こ
っ
た
。

　

彼
ら
は
月
に
数
回
、
地
元
の
小
中
学
校
や

保
育
園
、
児
童
館
や
公
民
館
な
ど
を
訪
問
し
、

地
域
の
人
た
ち
に
け
ん
玉
を
教
え
て
い
る
。

こ
こ
で
は
大
人
も
子
ど
も
も
関
係
な
い
、
世

代
を
超
え
て
み
ん
な
が
一
つ
の
こ
と
に
夢
中

に
な
り
、
つ
な
が
れ
る
空
間
な
の
だ
。

　

で
も
な
ぜ
〝
け
ん
玉
〞
だ
っ
た
の
か
―
。

　

Ｋ
Ｔ
Ｃ
は
通
信
制
高
校
「
屋
久
島
お
お
ぞ

ら
高
等
学
校
」
の
生
徒
を
卒
業
す
る
ま
で
サ

ポ
ー
ト
す
る
民
間
の
教
育
機
関
。
普
通
校
で

人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
り
、
不

登
校
を
経
験
し
て
転
校
し
て
き
た
子
ど
も
た

ち
も
多
い
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
各
地
域
の
キ

ャ
ン
パ
ス
に
通
い
な
が
ら
、
自
由
な
ス
タ
イ

ル
で
学
べ
る
の
が
特
徴
だ
。
さ
ら
に
ユ
ニ
ー

ク
な
の
が
、
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ッ
ス
ン
と
称
さ

れ
た
選
択
制
の
授
業
。
ダ
ン
ス
や
歌
、
手
話

や
ヨ
ガ
な
ど
、
普
通
科
目
以
外
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
つ
い
て
プ
ロ
か
ら
学
べ
る
。
そ
の

一
つ
が
〝
け
ん
玉
〞
だ
っ
た
。

　

け
ん
玉
を
指
導
す
る
の
は
、
理
科
担
当
の

窪
田
保
先
生
。〝
け
ん
玉
先
生
〞
の
異
名
を
持

つ
彼
は
、
な
ん
と
、
け
ん
玉
の
日
本
記
録
保

持
者
。
大
学
生
時
代
に
大
記
録
を
樹
立
し
、

卒
業
後
は
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
モ
ザ
ン

ビ
ー
ク
に
赴
任
。
現
地
の
子
ど
も
た
ち
に
理

科
を
教
え
る
傍
ら
、「
日
本
の
遊
び
を
広
め
た

い
」
と
週
末
な
ど
を
活
用
し
て
け
ん
玉
教
室

を
開
い
て
い
た
。

　
「
帰
国
後
も
し
ば
ら
く
は
け
ん
玉
で
食
べ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
」
と
い
う
窪
田
先

生
。
し
か
し
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
の
教
え
子

が
け
ん
玉
の
世
界
大
会
で
優
勝
し
、
自
分
の

進
路
を
改
め
て
考
え
直
し
た
。
こ
れ
以
上
う

れ
し
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
―
。
そ
う
考

え
た
時
、〝
け
ん
玉
〞
に
対
し
て
一
つ
の
満
足

感
を
得
た
自
分
に
気
付
い
た
。
そ
し
て
、
人

の
成
長
に
も
っ
と
深
く
携
わ
り
た
い
と
強
く

思
い
始
め
た
の
だ
。

　

そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が
Ｋ
Ｔ
Ｃ
。
そ

こ
が
彼
の
新
た
な
人
生
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
っ

た
。

　
「
日
本
に
は
〝
遊
び
〞
の
文
化
が
消
え
つ
つ

あ
る
。
大
人
が
子
ど
も
に
遊
び
を
教
え
る
こ

と
も
少
な
い
。
け
ん
玉
を
通
じ
て
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
を
学
ん
で
ほ
し
か
っ
た
」。
そ

ん
な
思
い
か
ら
、
窪
田
先
生
は
Ｋ
Ｔ
Ｃ
の
ト

ラ
イ
ア
ル
レ
ッ
ス
ン
で
も
け
ん
玉
を
取
り
入

れ
た
。
最
初
は
「
な
ぜ
け
ん
玉
？
」
と
思
っ

て
い
た
生
徒
た
ち
も
、
窪
田
先
生
の
巧
み
な

技
を
目
の
当
た
り
に
し
「
も
っ
と
上
手
に
な

り
た
い
！
」
と
、
ど
ん
ど
ん
の
め
り
込
ん
で

い
っ
た
。

　

そ
ん
な〝
け
ん
玉
先
生
〞の
う
わ
さ
を
聞
き
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
「
出
張
授
業
を
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
依
頼
が
来
る
よ
う
に
。
休
日
で
も「
呼

ば
れ
れ
ば
ど
こ
で
も
」
赴
く
。
も
ち
ろ
ん
、

窪
田
先
生
の
〝
け
ん
玉
仲
間
〞
で
あ
る
生
徒

た
ち
も
一
緒
だ
。「
人
と
話
す
の
が
苦
手
だ
っ

た
」
と
い
う
子
も
、
け
ん
玉
を
し
な
が
ら
い

ろ
ん
な
世
代
の
人
と
話
す
こ
と
で
、「
け
ん
玉

を
教
え
る
の
が
楽
し
い
！
」
と
積
極
的
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
２
０
０
８
年
１０
月
、
窪
田
さ
ん
は

生
徒
た
ち
と
共
に
「
Ｋ
Ｔ
Ｃ
け
ん
玉
夢
基
金
」

を
立
ち
上
げ
た
。
目
的
は
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に

学
校
を
建
設
す
る
こ
と
。「
協
力
隊
員
時
代
に

お
世
話
に
な
っ
た
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
恩
返
し

が
し
た
い
」。
心
の
底
で
ず
っ
と
そ
う
思
っ
て

い
た
。
活
動
資
金
は
、
出
張
授
業
で
販
売
し

た
け
ん
玉
の
収
益
と

寄
付
金
。「
日
本
に
は

〝
遊
び
〞
が
広
ま
り
、
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
に
は
〝
学
び
〞

の
場
が
建
つ
。
け
ん
玉
を

通
じ
て
、
両
国
の
人
た
ち
が

幸
せ
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

窪
田
先
生
は
「
国
際
協
力
し
よ
う
！
」

と
は
言
わ
な
い
。
し
か
し
先
生
の
思
い
を
、

生
徒
た
ち
は
確
実
に
感
じ
取
っ
て

い
る
。「
小
さ
い
時
か
ら
青
年

海
外
協
力
隊
に
あ
こ
が
れ
て
い

た
」
と
い
う
鳥
居
史
高
く
ん
（
３

年
生
）
は
、「
高
校
で
友
達
と
う
ま
く
い
か

な
く
て
、
い
つ
の
間
に
か
そ
ん
な
こ
と
も
忘

れ
て
い
た
ん
で
す
。
で
も
Ｋ
Ｔ
Ｃ
で
窪
田
先

生
と
け
ん
玉
に
出
会
っ
て
、
自
分
の
夢
を
思

い
出
し
ま
し
た
」。
現
在
、
日
本
語
教
師
を
目

指
し
て
受
験
勉
強
に
励
ん
で
い
る
。

　
「
Ｋ
Ｔ
Ｃ
け
ん
玉
夢
基
金
」
を
立
ち
上
げ
て

２
年
―
。
こ
れ
ま
で
販
売
し
た
け
ん
玉
の
数

は
約
2
5
0
0
個
、
寄
付
金
を
含
め
約
１
５

０
万
円
が
集
ま
っ
た
。
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
学

校
を
建
設
す
る
ま
で
、
ま
だ
少
し
時
間
が
か

か
り
そ
う
だ
が
、
活
動
を
支
え
る
生
徒
た
ち

は
次
々
に
育
っ
て
い
る
。

　
「
生
徒
た
ち
は
純
粋
に
け
ん
玉
や
地
域
の
人

と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
が
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
の
小
学
校
建
設
に
自
然
に
つ
な

が
っ
て
い
け
ば
」

　

け
ん
玉
に
夢
を
乗
せ
て
、Ｋ
Ｔ
Ｃ
を
拠
点

に
、
日
本
と
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
は
つ
な
が
っ
て

い
る
。 け

ん
玉
で

世
界
の
未
来
を
描
こ
う

け
ん
玉
の
日
本
記
録
保
持
者
で
も
あ
る
、Ｋ
Ｔ
Ｃ
中
央
高
等
学
院
の
窪
田
保
先
生
。

生
徒
た
ち
と
共
に「
Ｋ
Ｔ
Ｃ
け
ん
玉
夢
基
金
」を
立
ち
上
げ
、

け
ん
玉
を
通
じ
て
、日
本
国
内
の
地
域
交
流
、モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
学
校
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

K
T
C
の

個
性
豊
か
な
授
業

け
ん
玉
を
通
じ
て

〝
遊
び
〞と〝
学
び
〞を
つ
な
ぐ

駐日モザンビーク大使がKTCを訪問。モザンビークの歴史や生活
環境について話を聞いた

協力隊員時代、モザンビークの子どもたちにけん
玉を教える窪田先生

窪田先生（中央）の右腕となる、KTCけん玉夢基金の主力
メンバー。「けん玉が好きなんです」という卒業生の松井ま
みさん（左）も、ボランティアとして参加を続けている

地域の子どもにけん玉を指導する1年生の寺田
勇司くん（右）。「練習しすぎて筋肉痛なんです」
と話してくれた

地元のショッピングモールのイベントで、KTCけん玉夢基金のブースを出
展。来場者に活動について説明するのも生徒の役割だ

窪田先生愛用のけん玉

第20 回

地球号の
子どもたち

November 2010                         2223                         November 2010



　

人
間
が
得
る
情
報
の
約
9
割
が
「
目
」
か

ら
だ
と
い
わ
れ
る
。
生
ま
れ
つ
き
目
が
見
え

な
い
人
、
事
故
や
病
気
で
視
力
を
失
っ
た
人

…
。
彼
ら
は
、
ご
く
当
た
り
前
の
生
活
す
ら

難
し
い
上
、
読
書
や
テ
レ
ビ
、
映
画
な
ど
の

娯
楽
の
機
会
も
限
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

こ
う
し
た
視
覚
障
が
い
者
の
生
活
に
不
可

欠
な
の
が
点
字
だ
。
ま
た
、「
音
声
図
書
」
と

呼
ば
れ
る
、
本
や
雑
誌
の
文
字
・
図
な
ど
の

情
報
を
音
声
化
し
た
「
録
音
図
書
」、
テ
レ
ビ

や
映
画
な
ど
主
音
声
だ
け
で
は
伝
わ
り
づ
ら

い
人
物
の
動
き
や
情
景
を
副
音
声
で
説
明
す

る
「
音
声
解
説
」
は
、視
覚
障
が
い
者
の
〝
目
〞

と
な
り
、
点
字
よ
り
も
幅
広
い

情
報
を
彼
ら
に
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
音
声
図
書
を
２
万
タ
イ

ト
ル
以
上
所
蔵
し
、
そ
の
製
作

や
貸
し
出
し
を
通
じ
て
、
視
覚

障
が
い
者
の
人
た
ち
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
の
が
、
東
京
都
高

田
馬
場
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人

日
本
点
字
図
書
館
だ
。
１
９
４

０
年
の
設
立
以
来
、
70
年
に
わ

た
っ
て
視
覚
障
が
い
者
福
祉
の

向
上
に
努
め
、
近
年
は
音
声
図

書
を
さ
ら
に
普
及
す
べ
く
「
デ

ジ
タ
ル
録
音
図
書
」
の
製
作
に

力
を
入
れ
る
。
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
の
「
録
音
図
書
」
が
、
録
音
で
き
る
時
間

が
短
か
っ
た
り
、
劣
化
し
て
聞
き
づ
ら
く
な

り
や
す
か
っ
た
の
に
対
し
、Ｃ
Ｄ
の
「
デ
ジ
タ

ル
録
音
図
書
」
は
目
的
の
項
目
を
見
出
し
か

ら
簡
単
に
選
べ
た
り
、
１
枚
で
長
時
間
楽
し

め
た
り
と
利
用
者
に
と
っ
て
さ
ら
に
便
利
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
最
近
で
は
、
図
書
館
か

ら
離
れ
た
家
庭
で
も
簡
単
に
楽
し
め
る
よ
う
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
も
始
め
て
い
る
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
日
本
点
字
図
書
館
が

力
を
入
れ
る
の
が
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
支

援
。
主
に
、
視
覚
障
が
い
者
の
文
化
・
福
祉

の
向
上
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
だ
。
現

在
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
視
覚
障
が
い
者

を
対
象
に
メ
デ
ィ
ア
製
作
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

施
設
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
中
国
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ「
北
京
紅
丹
丹
教
育
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
」

日本点字図書館は、５万タイトルに上る点字・音声図書を所蔵する、国内最大の視
覚障がい者向け施設。70年にわたり培ってきた視覚障がい者福祉のノウハウを
生かし、中国・北京市で音声を使ったサービスの普及に取り組む人 を々支えている。

音
声
図
書
で
よ
り
幅
広
い
情
報
を

（
以
下
、
紅
丹
丹
）
へ
の
協
力
。
２
０
０
９
年

６
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術
協
力
事
業

を
通
じ
て
「
視
覚
障
害
者
音
声
情
報
提
供
技

術
指
導
事
業
」
を
開
始
し
、
中
国
の
視
覚
障

が
い
者
た
ち
が
よ
り
多
く
の
情
報
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

き
っ
か
け
は
08
年
、
中
国
で
開
か
れ
た
「
日

中
Ｎ
Ｇ
Ｏ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
日
本
点
字
図

書
館
の
田
中
徹
二
理
事
長
が
出
席
し
、
紅
丹

丹
の
鄭
暁
潔
代
表
と
出
会
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
中
国
に
は
１
2
０
０
万
人
も
の
視
覚
障
が

い
者
が
い
る
そ
う
で
す
が
、
点
字
は
あ
る
程

度
普
及
し
て
い
る
一
方
で
、
音
声
図
書
に
つ

い
て
は
利
用
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
存
在
を
知

る
人
す
ら
少
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
な

ら
ば
、『
日
本
に
学
び
た
い
』
と
い
う
鄭
さ
ん

た
ち
の
思
い
に
応
え
た
い
と
思
っ
て
」

　

大
学
1
年
生
の
時
、
病
気
で
光
を
奪
わ
れ

た
田
中
さ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
目
の
見
え
な

い
こ
と
の
不
自
由
さ
を
痛
感
し
て
き
た
と
同

時
に
、
本
や
雑
誌
を
読
め
る
こ
と
へ
の
喜
び
、

音
声
図
書
の
あ
り
が
た
さ
を
誰
よ
り
も
知
っ

て
い
た
の
だ
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
１
年
余
り
。
こ

れ
ま
で
に
日
本
点
字
図
書
館
の
ス
タ
ッ
フ
た

ち
は
２
度
北
京
の
紅
丹
丹
を
訪
れ
、
録
音
図

書
や
副
音
声
入
り
の
映
画
、
ラ
ジ
オ
番
組
な

ど
の
製
作
技
術
を
指
導
し
て
き
た
。「
日
本
人

ス
タ
ッ
フ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、

『
録
音
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
の
養
成
講
座
を
開
い

た
り
、『
デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
』
の
製
作
に
も

着
手
し
始
め
ま
し
た
」
と
紅
丹
丹
の
張
新
莉

さ
ん
は
う
れ
し
そ
う
に
話
す
。

　

し
か
し
、〝
言
葉
の
壁
〞
に
悩
む
こ
と
も
あ

っ
た
。
中
国
語
が
分
か
ら
な
い
日
本
点
字
図

書
館
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、「
録
音
図
書
に
声

を
吹
き
込
む
『
録
音
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
の
育

成
で
、
視
覚
障
が
い
者
の
人
た
ち
に
聞
き
や

す
く
す
る
た
め
に
ど
う
抑
揚
を
付
け
て
中
国

語
の
原
稿
を
読
め
ば
い
い
の
か
、
う
ま
く
伝

え
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
」と
言
う
。
ま
た
、

映
画
の
副
音
声
の
原
稿
作
成
で
は
言
葉
の
選

び
方
に
食
い
違
い
も
生
じ
た
。
そ
れ
で
も
、

よ
り
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
よ
う
と
積
極
的

に
質
問
を
繰
り
返
す
紅
丹
丹
の
ス
タ
ッ
フ
た

ち
の
情
熱
に
押
さ
れ
、
互
い
が
理
解
し
合
え

る
ま
で
幾
度
と
な
く
話
し
合
っ
た
。「
私
た
ち

の
使
命
は
視
覚
障
が
い
者
の
サ
ポ
ー
ト
。
こ

の
思
い
に
国
境
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
日
本
点

社会福祉法人 日本点字図書館

字
図
書
館
の
島
田
延
明
さ
ん
は
話
す
。

　
「
こ
こ
は
発
見
の
宝
庫
で
す
！
」

　

今
年
９
月
、日
本
点
字
図
書
館
で
の
〝
現
場
〞

を
じ
か
に
見
る
た
め
に
来
日
し
た
紅
丹
丹
の

孫
志
鵬
さ
ん
は
満
足
そ
う
な
様
子
だ
。
彼
ら

は
、
録
音
・
編
集
ル
ー
ム
を
視
察
し
た
ほ
か
、

音
声
図
書
の
管
理
方
法
や
点
字
教
室
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
ま
た
、

点
字
・
音
声
機
能
な
ど
を
備
え
た
文
房
具
や

調
理
用
具
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
と
い
っ
た
〝
視

覚
障
が
い
者
用
に
開
発
さ
れ
た
グ
ッ
ズ
〞
の

存
在
を
初
め
て
知
る
。「
一
番
の
収
穫
は
、『
当

事
者
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
』
に
気

付
け
た
点
で
す
。
こ
う
し
た
彼
ら
の
目
線
に

立
っ
て
作
ら
れ
た
グ
ッ
ズ
を
中
国
に
も
広
め

て
い
き
た
い
」
と
孫
さ
ん
は
目
を
輝
か
せ
る
。

　
「
い
ず
れ
は
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
カ
ル
チ
ャ

ー
教
室
の
運
営
や
合
唱
・
演
劇
会
な
ど
を
開

催
す
る
『
総
合
的
な
視
覚
障
が
い
者
の
た
め

の
文
化
セ
ン
タ
ー
』
へ
成
長
で
き
る
よ
う
、

支
え
て
い
け
れ
ば
」
と
話
す
田
中
さ
ん
。

　

そ
の
第
一
歩
と
な
る
「
音
声
図
書
」
の
充

実
化
が
今
、
紅
丹
丹
で
着
実
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。

立
ち
は
だ
か
っ
た
言
葉
の
壁

当たり前の毎日を視覚障がい者に

鄭代表（右）と田中理事長（中央）。「中国では視覚障がい者への偏見が残り、福祉制度も整
っていない。そんな環境の中でも活動を続ける紅丹丹を今後も支えていきたい」と田中さん

紅丹丹の編集ルームで録音図書の編
集技術を学ぶスタッフたち。「次はどうし
たらいい？」と日本点字図書館のスタッフ
（中央右奥）に次 と々質問する

タイマーに音声をつけるなどの工夫
が凝らされている視覚障がい者用
に開発された調理器具など。日本
点字図書館で販売されている

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

日本点字図書館で、図書貸
し出しサービスの利用者の管
理方法について説明を受け
る紅丹丹のスタッフ。この図
書館を含む全国の点字図書
館では、来館者への貸し出し
のみならず、全国の利用者へ
の郵送サービスも無料で行っ
ている

紅丹丹にある録音ブース。録音ボラン
ティアがガラスの向こうで読み上げる
声や音質を調整する

中国
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バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
首
都
ダ
ッ
カ
か
ら
車
で

約
６
時
間
。イ
ン
ド
の
国
境
近
く
に
あ
る
カ
ラ

ム
デ
ィ
村
に
、
こ
の
地
域
で
た
だ
一
つ
の
母
子

保
健
セ
ン
タ
ー
（
Ｍ
Ｃ
Ｈ
）
が
あ
る
。妊
産
婦
の

検
診
や
出
産
を
目
的
に
１
９
９
５
年
に
設
立
さ

れ
た
施
設
だ
。し
か
し
、
村
に
は
ほ
か
に
医
療
機

関
が
な
い
た
め
、
こ
こ
で
働
く
医
師
は
ど
ん
な

病
気
で
も
診
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。日
に
50
〜
60

人
の
外
来
患
者
を
診
察
し
、月
に
30
〜
40
の
出
産

を
引
き
受
け
る
。

　

さ
ら
に
、
遠
く
て
病
院
ま
で
来
ら
れ
な
い

人
々
の
た
め
に
、
カ
ラ
ム
デ
ィ
村
外
12
カ
所
に

設
置
さ
れ
た
サ
テ
ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
回

診
。各
家
庭
へ
の
巡
回
検
診
も
実
施
す
る
。現

在
、２
人
の
医
師
と
21
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
、こ
の

村
と
そ
の
近
郊
に
暮
ら
す
約
５
万
人
の
健
康
を

守
っ
て
い
る
。〝
シ
ョ
ン
ダ
ニ
病
院
〞
と
も
呼
ば

れ
る
Ｍ
Ｃ
Ｈ
の
運
営
は
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の「
シ
ョ

ン
ダ
ニ
・
シ
ョ
ン
ス
タ
」が
担
い
、
そ
の
活
動
を

支
援
し
て
い
る
の
が
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
と
手
を
つ
な
ぐ
会
」（
以
下
、
手
を
つ
な

ぐ
会
）だ
。

　
「
手
を
つ
な
ぐ
会
と
シ
ョ
ン
ダ
ニ
・
シ
ョ
ン

ス
タ
は
、援
助
し
、援
助
さ
れ
る
と
い
っ
た
関
係

で
は
な
く
、共
に
活
動
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
手
を
つ
な
ぐ
会
の
副
代
表

ラ
フ
マ
ン
・
モ
ク
レ
ス
ー
ル
さ
ん
。カ
ラ
ム
デ

ィ
村
出
身
で
、
現
在
は
日
本
の
大
学
で
社
会
学

や
国
際
関
係
論
を
教
え
な
が
ら
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
運

営
に
携
わ
る
。

　

カ
ラ
ム
デ
ィ
村
は
交
通
の
便
が
悪
い
。そ
れ

だ
け
に
、Ｍ
Ｃ
Ｈ
は
村
に
と
っ
て
大
切
な
存
在

だ
が
、医
師
が
頻
繁
に
入
れ
替
わ
っ
た
り
、ス
タ

ッ
フ
が
足
り
ず
診
療
行
為
が
中
断
す
る
こ
と
が

あ
っ
た
り
と
問
題
も
多
い
。

　

そ
ん
な
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
が
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」や「
ヘ
ル
ス
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
。地
元

の
高
校
を
卒
業
し
た
若
い
女
性
た
ち
だ
。ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
主
に
巡
回
検
診
で
妊
産
婦

や
母
子
の
相
談
に
乗
り
、
ヘ
ル
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
は
村
に
ど
の
よ
う
な
医
療
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
の
か
を
調
査
し
、Ｍ
Ｃ
Ｈ
に
伝
え
て

適
切
な
対
策
を
と
る
。医
療
関
係
者
と
地
域
住

民
と
の
調
整
役
だ
。

　

し
か
し
こ
う
し
た
活
動
を
し
な
が
ら
、
彼
女

た
ち
は〝
限
界
〞を
感
じ
て
い
た
。そ
れ
ま
で
、
保

健
医
療
に
関
す
る
正
式
な
教
育
を
受
け
た
こ
と

が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　

村
に
と
っ
て
貴
重
な
人
材
で
あ
る
彼
女
た
ち

に
、
必
要
な
専
門
知
識
と
技
術
を
学
ん
で
も
ら

う
こ
と
こ
そ
、
真
の
地
域
医
療
を
実
現
す
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
―
。そ
う
考
え
た
ラ
フ
マ
ン

さ
ん
た
ち
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
ヘ
ル

ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、
３
〜
４
カ

月
の
研
修
を
企
画
。研
修
費
の
一
部
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ

顔
が
見
え
る
関
係
を
つ
く
ろ
う

地
域
医
療
を
支
え
る
女
性
た
ち

Ａ
基
金
が
充
て
ら
れ
た
。

　
「
シ
ョ
ン
ダ
ニ
・
シ
ョ
ン
ス
タ
は
ダ
ッ
カ
に

あ
る
研
修
機
関
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
研
修
費
用

な
ど
の
事
務
手
続
き
、
研
修
後
の
体
制
な
ど
を

担
当
し
、
私
た
ち
は
研
修
費
の
申
請
や
決
算
報

告
の
監
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
」。研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
妊
産
婦
検
診
や
乳
幼
児
の
扱
い
方
と

い
っ
た
基
礎
的
な
こ
と
か
ら
、
患
者
へ
の
対
応

や
生
活
向
上
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
め
方
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

NPO法人バングラデシュと手をつなぐ会
〒814-0002　福岡市早良区西新5-4-20
TEL/FAX ： 092-844-1369
Email ： bangla@npgo.jp
URL ： http://bangla.npgo.jp/

村
の
よ
り
良
い
地
域
医
療
の
た
め
に

ココロとココロ
～届け 私たちの思い～

NPO法人
バングラデシュと
手をつなぐ会

JICAでは、国際協力に関心のある日本の皆さまからの寄付
を、開発途上国の貧困削減や環境保全への取り組みに活用
する「世界の人びとのためのJICA基金」で受け付けていま
す。皆さまのご支援をお待ちしております。

お寄せいただいた寄付金は、途上国の貧困削減、医療や教育の提供、
環境問題の解決などに取り組むNGOの活動に充てられます。各支援
活動や寄付金事業収支についてのご報告は、「JICA寄付サイト」で公
表します。

あなたの小さな一歩から始まる国際協力

世界の人びとのためのJICA基金

寄付金の使われ方

「JICA寄付サイト」からお申し込み下さい。クレジットカードによる決済
や、銀行・郵便振込みなどがお使いいただけます。
JICA寄付サイトURL:http://www.kifu.jica.go.jp/

寄付の方法

　

中
で
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た
の
は
、
研
修
生
の

１
日
を
〝
農
作
業
〞
か
ら
始
め
た
こ
と
だ
っ
た
。

「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
女
性
た
ち
は
農
作
業
を

し
な
い
の
が
普
通
で
す
。で
も
、
村
人
た
ち
の
暮

ら
し
を〝
体
〞で
理
解
で
き
る
よ
う
に
毎
日
農
場

に
出
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。彼
ら
の
生
活
を
知

る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
地
域
医
療
に
つ
な
が
り

ま
す
」。

　

研
修
は
、「
故
郷
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
」
と

い
う
彼
女
た
ち
の
意
欲
を
大
い
に
触
発
し
た
。

従
来
に
も
増
し
て
自

ら
積
極
的
に
村
に
出

向
き
、
村
人
た
ち
と
心

か
ら
話
し
合
う
よ
う

に
な
っ
た
。バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
の
農
村
の
多

く
は
、
医
療
従
事
者
と

し
て
の
資
格
を
持
た

ず
、
保
健
医
療
の
知
識

も
少
な
い
〝
は
だ
し
の

医
者
〞
と
呼
ば
れ
る
村

人
が
医
療
を
担
わ
ざ

る
を
得
な
い
の
が
現

状
。そ
う
し
た
中
で
、

研
修
を
受
け
た
彼
女

無事に生まれた孫を抱きかかえ、安堵の表情の祖母

MCHの病棟で現地の医師にアドバイスをする、手をつなぐ会のニノ坂保
喜代表。普段は福岡市内でクリニックを開いているが、定期的にバングラ
デシュを訪れている

（左）家庭への巡回検診の際、井戸水の使い方などを妊婦に指導
（右）サテライトクリニックで一般患者の脈拍や血圧を計測

サテライトクリニックで、母親を対象に健康・衛生教育を行うソーシャルワーカー

た
ち
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
大
き
い
。

　
「
私
た
ち
は
20
年
以
上
の
活
動
を
通
し
て
、
多

く
の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
や
、
顔
の
見
え
る
関
係
の
大

切
さ
で
す
。村
人
が
私
た
ち
に
心
を
開
い
て
話

が
で
き
る
こ
と
、
一
緒
に
喜
ん
だ
り
悲
し
ん
だ

り
で
き
る
こ
と
、
そ
う
い
う
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が〝
手
を
つ
な
ぐ
〞の
本
当
の
意
味
だ
と
考
え

て
い
ま
す
」

　

シ
ョ
ン
ダ
ニ
・
シ
ョ
ン
ス
タ
に
は
今
、
地
域

医
療
を
支
え
る
「
看
護
学
校
」
や
「
医
療
補
助
者

の
養
成
校
」を
建
設
す
る
計
画
が
あ
り
、
土
地
の

購
入
を
終
え
て
手
続
き
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。手
を
つ
な
ぐ
会
も
資
金
調
達
や
技
術
指
導

な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
検
討
し
て
い
る
。２
０
１

２
年
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
、〝
つ
な
ぐ
手
と

手
〞
は
今
ま
で
以
上
に
固
い
き
ず
な
で
結
ば
れ

て
い
る
。

イ
ン
ド
国
境
近
く
の
カ
ラ
ム
デ
ィ
村
に
、地
域
医
療
の
サ
ポ
ー
ト
に
汗
を
流
す
７
人
の
若
者
が
い
る
。

彼
女
ら
は
、現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ「
シ
ョ
ン
ダ
ニ・シ
ョ
ン
ス
タ
」に
よ
る
研
修
を
受
け
た
女
性
た
ち
。

そ
の
活
動
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
手
を
つ
な
ぐ
会
」が
支
援
し
て
い
る
。

インド

バングラデシュ

ダッカ

ミャンマー

カラムディ村
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「
カ
イ
ゼ
ン
」を
通
じ
た
途
上
国
の
中

小
企
業
振
興
な
ど
を
担
当
す
る
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
産
業
開
発
部
の
筱
窓
香
さ

ん
。そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
現
場
に
適
し
た

「
カ
イ
ゼ
ン
」が
広
ま
る
よ
う
、心
掛

け
て
い
る
。

際
的
な
舞
台
で
活
躍
し
て
み
た
い
」。

漠
然
と
そ
う
思
い
描
い
て
い
た
学
生

時
代
、
交
換
留
学
で
１
年
間
学
ん
だ
イ
ギ
リ

ス
の
大
学
で
開
発
経
済
学
に
出
会
い
、
南
北

問
題
や
開
発
援
助
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
母
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
働
い
て

い
た
ベ
ト
ナ
ム
人
の
ル
ー
ム
メ
イ
ト
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
活
動
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
た
の
で
、

話
を
聞
く
中
で
「
い
つ
か
自
分
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で

国
際
協
力
に
携
わ
れ
た
ら
」
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

民
間
企
業
で
３
年
間
経
験
を
積
ん
だ
後
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
に
転
職
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
で
国
内
研

修
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
私
が
最
も
興
味
を
ひ
か
れ
た
の
が
、
途

上
国
の
中
小
企
業
振
興
や
生
産
性
向
上
な
ど

を
目
的
と
す
る
研
修
で
す
。「
カ
イ
ゼ
ン
」
や

「
５
Ｓ
」
を
導
入
し
、
優
れ
た
業
績
を
上
げ
て

い
る
九
州
の
企
業
の
視
察
に
担
当
者
と
し
て

同
行
し
、
小
さ
な
工
夫
を
数
多
く
取
り
入
れ

な
が
ら
、
生
産
性
や
職
場
環
境
の
向
上
に
励

む
日
本
企
業
に
感
銘
を
受
け
る
研
修
員
の
様

子
を
、
何
度
も
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
私
に
と
っ
て
も
そ
れ
は
同
じ
。

思
わ
ず
研
修
員
と
一
緒
に
な
っ
て
、
必
死
に
メ

モ
を
取
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
（
笑
）。

　

研
修
員
た
ち
の
多
く
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
各
国

で
実
施
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
関
係
者

で
、
中
小
企
業
や
地
域
産
業
の
振
興
を
担
当

す
る
行
政
官
な
ど
が
中
心
で
し
た
。
そ
の
た

め
い
つ
か
ら
か
、「
帰
国
し
た
彼
ら
が
、
日
本

で
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
る
の

か
、
そ
の
成
果
を
確
か
め
て
み
た
い
」
と
い
う

思
い
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
２
年
間
の
国

内
研
修
業
務
を
経
て
、
自
ら
志
望
し
て
今
の

部
署
に
異
動
し
た
の
に
は
、
そ
ん
な
理
由
が

あ
っ
た
ん
で
す
。

　

現
在
は
、
メ
キ
シ
コ
や
チ
リ
、
セ
ル
ビ
ア
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
中
小
企

業
振
興
支
援
を
主
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
国
で
は
最
近
、
中
小
企
業
の
経
営
全

般
や
、
品
質
・
生
産
性
向
上
に
関
す
る
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、

「
中
小
企
業
の
経
営
を
指
導
で
き
る
人
材
を

育
成
し
た
い
」
と
い
う
声
が
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、「
カ
イ
ゼ
ン
」
に
精
通
す
る
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
育
成
し

た
り
、
そ
の
た
め
の
制
度
を
構
築
す
る
支
援

を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
は
、
現
地
事

務
所
や
長
期
専
門
家
、
中
小
企
業
振
興
を
担

当
す
る
相
手
国
の
関
係
機
関
と
連
絡
を
取
り

合
い
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
管
理
や

目
標
達
成
状
況
の
確
認
、
運
営
上
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
の
解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
「
カ
イ
ゼ
ン
」
は
、
高
価
な
機
材
や
設
備
を

導
入
し
な
く
て
も
、
身
の
丈
に
合
っ
た
こ
と
か

ら
始
め
ら
れ
る
た
め
、
途
上
国
の
さ
ま
ざ
ま

な
製
造
現
場
な
ど
で
効
果
を
発
揮
す
る
は
ず

で
す
。
と
は
い
え
、

日
本
で
実
践
さ
れ

て
い
る
内
容
を
文

化
や
国
民
性
の
違

う
国
に
そ
の
ま
ま

持
ち
込
ん
で
も
、

必
ず
や
成
功
す
る

と
は
限
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
従
業

員
の
や
る
気
や
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
る
方
法
一
つ

と
っ
て
も
、
合
う
合
わ
な
い
が
あ
る
は
ず
。
最

終
的
に
、
現
地
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
関
係
機
関
の
人
々
が
、
日
本
で
は
ぐ

く
ま
れ
て
き
た
理
念
を
よ
く
理
解
し
、
あ
く

ま
で
自
分
た
ち
に
合
っ
た
進
め
方
、
方
法
で

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。「
カ
イ

ゼ
ン
」
の
高
い
自
立
発
展
性
を
促
す
た
め
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
上
で
私
が
常
に
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
視
点
で
す
。

　

う
れ
し
い
の
は
、
現
地
に
出
張
し
た
際
に

研
修
員
に
再
会
し
、
日
本
で
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
〝
カ
イ
ゼ
ン
伝
道
師
〞
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
様
子
を
目
に
し
た
と
き
。「
研
修
で

の
気
付
き
」
か
ら
「
実
践
」
と
い
う
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
果
の
一
つ
を
見
た
喜
び
と
、
こ
の
仕

事
の
や
り
が
い
や
面
白
さ
を
実
感
す
る
瞬
間

で
す
。
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筱　窓香
SHINO Madoka

大学卒業後、民間企業に3
年間勤務した後、2008年
1月JICAに就職。JICA九
州・研修業務課を経て、
2010年4月より現職。

国
「

グアテマラの地場産業振興
について現地の経済省と共
催したセミナーに出席（右）

〝
カ
イ
ゼ
ン
伝
道
師
〞を
育
て
た
い

From Headquarters

し
の  

ま
ど
か

JICA九州で研修に同行する筱さ
ん（左）。効率的な生産を目指し、
さまざまな工夫を取れ入れている
企業を視察

日本の中小企業政策・地場産業振興
について学ぶために来日した研修員と
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10
月
2
・
3
日
、東
京
・
日
比
谷
公
園
で「
グ

ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
１
０
」（
外
務

省
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
共
催
）

が
開
か
れ
ま
し
た
。今
年
で
20
回
目
を
迎
え
る
国

内
最
大
級
の
国
際
協
力
の
祭
典
に
、２
日
間
で
史

上
最
多
の
10
万
５
０
０
０
人
が
来
場
。「
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ
、そ
れ
は
私
た
ち
の〝
約
束
〞
」を
テ
ー
マ
に
、国

際
協
力
に
携
わ
る
団
体
や
企
業
な
ど
が
さ
ま
ざ

ま
な
企
画
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
や
ブ
ー
ス
を
通

じ
て
参
加
。ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）関

連
の
活
動
紹
介
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
キ
ャ
リ
ア
相
談
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
や
青
年
海

外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、多
く
の
来
場
者
が
関
心
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

で「
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
著

名
人
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
医
師
の
桑
山
紀
彦
さ

ん
が「
地
球
の
ス
テ
ー
ジ 

な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
！

版
」を
開
催
。
桑
山
さ
ん
が
制
作
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ「
世
界
の
片
隅
か
ら
〜
な

ん
と
か
し
な

き
ゃ
！
55
億

人
〜
」
が
初

披
露
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ブ
ー
ス

で
は
、
趣
旨

に
賛
同
し
新

た
に
サ
ポ
ー

タ
ー
登
録
を

す
る
人
の
姿

も
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

01

　

９
月
20
〜
22
日
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で「
ミ

レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）国
連
首

脳
会
合
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。約
１
４

０
カ
国
の
代
表
者
に
よ
り
、２
０
１
５
年

の
目
標
年
を
前
に
各
目
標
の
達
成
状

況
に
つ
い
て
レ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
、今
後

５
年
間
で
優
先
す
べ
き
課
題
の
方
向
性

が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
小
寺
清

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
が
、保
健
分
野
の
人
材

育
成
、ア
ジ
ア
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
状
況
を

テ
ー
マ
に
し
た
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
に
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
参
加
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
こ
れ

ま
で
の
活
動
事
例
を
紹
介
し
、「
人
間

の
安
全
保
障
を
理
念
に
、よ
り
一
層
の

努
力
を
払
っ
て
い
く
」と
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
10
月
８
日
に
は
、ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
．Ｃ
．で
行
わ
れ
た「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世
界
銀

行
年
次
総
会
」に
緒
方
貞
子
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

理
事
長
が
出
席
。２
０
０
８
年
の
金
融

危
機
以
降
、世
界
的
に
続
い
て
い
る
不

況
へ
の
対
応
策
に
加
え
、世
界
経
済
の

け
ん
引
役
と
し
て
の
新
興
国
へ
の
期
待

な
ど
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
緒

方
理
事
長
は
、会
合
に
出
席
し
た
ロ
バ

ー
ト
・
ゼ
ー
リ
ッ
ク
世
界
銀
行
総
裁
や
ラ

ジ
ブ
・
シ
ャ
ー
米
国
国
際
開
発
庁
長
官

と
会
談
。
そ
の
ほ
か
に
も
、ド
ナ
ル
ド
・

カ
ベ
ル
カ
・ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
総
裁
と

は
、南
部
ス
ー
ダ
ン
や
ソ
マ
リ
ア
の
情
勢

に
つ
い
て
、パ
キ
ス
タ
ン
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・

ハ
フ
ィ
ー
ズ・
シ
ェ
イ
フ
財
務
大
臣
と
は
、

今
夏
の
洪
水
被
害
へ
の
対
応
な
ど
を
協

議
し
ま
し
た
。
緒
方
理
事
長
は「
今
後

も
各
国
の
援
助
関
係
者
と
の
情
報
交

換
を
継
続
的
に
行
い
、連
携
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

「グローバルフェスタＪＡＰＡＮ２０１０」開催

　

７
月
下
旬
か
ら
降
り
続
い
た
大

雨
の
影
響
に
よ
り
甚
大
な
洪
水
被

害
に
見
舞
わ
れ
た
パ
キ
ス
タ
ン
に
対

し
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
９
月
に
国
際
緊

急
援
助
隊
の
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣

し
ま
し
た
。
現
地
で
は
、イ
ン
ダ
ス

川
を
中
心
に
広
範
囲
で
イ
ン
フ
ラ

が
壊
滅
。
被
災
者
は
衛
生
状
況
の

悪
化
に
よ
り
安
全
な
水
を
得
る
こ

と
が
で
き
ず
、感
染
症
が
拡
大
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
医
療
チ
ー
ム

を
２
次
に
わ
た
っ
て
派
遣
。９
月
５

〜
22
日
に
か
け
て
、中
部
の
パ
ン
ジ

ャ
ブ
州
ム
ル
タ
ン
周
辺
で
医
療
活
動

を
行
い
ま
し
た
。診
療
所
に
は
１
日

２
０
０
人
を
超
え
る
患
者
が
訪
れ
、

下
痢
や
発
熱
、マ
ラ
リ
ア
の
発
症
な

03
国
際
緊
急
援
助
隊

パ
キ
ス
タ
ン
に
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣

02世界が一丸となり国際協力について考える

JICAブースは終日、国際協力に関心のある人でにぎわった

ど
を
訴
え
ま
し
た
。
連
日
40
度
を

超
え
る
酷
暑
の
中
で
隊
員
た
ち
は

懸
命
に
活
動
を
行
い
、１
、２
次
隊

合
わ
せ
て
延
べ
３
５
０
１
人
を
診

察
。早
期
復
興
に
向
け
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
は
今
後
も
継
ぎ
目
の
な
い
支
援

を
行
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

　
「
世
界
の
笑
顔
の
た
め
に
」プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、開
発
途
上
国
で
必
要
と

さ
れ
て
い
る
物
品（
教
育
、福
祉
、ス

ポ
ー
ツ
、文
化
な
ど
の
分
野
で
使
用

さ
れ
る
も
の
）を
日
本
で
募
集
し
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
、

世
界
各
地
に
届
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。な
お
、発
送
元
か
ら
指
定
倉
庫

（
東
京
都
内
）ま
で
の
送
料
は
、物

04
「
世
界
の
笑
顔
の
た
め
に
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

途
上
国
に
贈
る
物
品
を
募
集
中

品
提
供
者
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間
：
11
月
30
日（
火
）ま
で

問
：
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊

事
務
局「
世
界
の
笑
顔
の
た
め
に
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
係

Ｅ
メ
ー
ル
：jicajv-egao@

jica.
go.jp

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：http://w

w
w
.jica.go.

jp/partner/sm
ile/

診察に来た子どもにマラリアの検査をする隊員



新 着 情 報

『マジでガチなボランティア』
イベントサークル「GRAPHIS」を結成し、合コンやナンパに明け暮れるも、
どこか物足りなさを感じていた医大生の石松宏章さん。転機となったのは、
「一緒にカンボジアに小学校を建てないか？」という友人からのメールを
きっかけにチャリティーイベントを開いたことだった。その後わずか8カ月で
小学校が完成。大きな充実感と喜びを感じた彼らは、次なる目標を「医者
不足の村への病院開設」と
定める。しかし、メンバーとの
対立、イベントの赤字、借金
など、次々に訪れる試練―。
本作は石松さんを中心に、ボ
ランティア活動に青春を捧
げる現代の若者の姿を、
2007年から3年間にわたり
追ったドキュメンタリー。収益
の一部はカンボジアに寄付
される予定。

M  OVIE

WFPチャリティ写真展
「Fill the Cup with Hope～一杯の給食で、いっぱいの希望～」

世界には飢えや栄養失調によって命を落とす子どもたちが大勢いる。その
現実を知ってほしいと、赤いカップを手にした人気モデルたちが飢餓の撲滅
を訴える写真展が開催される。今宿麻美さんや松島花さんなどモデルの
面々は皆、無償での参加。赤いカップは、国連世界食糧計画（WFP）が約
70カ国で実施する「学校給食プログラム」で食器として使われているモノ。
「わずかな食糧が子どもの人生を変える」というメッセージが込められている。

E  VENT

グ ラ フ ィ ス

November 2010                         30

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

B  OOK

『イラストで知る アジアの子ども』
ネパール、インド、フィリピンなどアジア諸国の小さな村に生
まれた子どもたちはどんな暮らしをしているのだろうか。毎
日ご飯を食べ、学校に通えているのだろうか―。本書は、
アジアの人々の健康を改善しようと1980年に設立され
た「財団法人 アジア保健研修財団 アジア保健研修所
（AHI）」が、各国のNGOや
保健・福祉分野などで働く
人々から聞いた話を基に、子
どもたちの日常をかわいらし
いイラストで紹介したもの。そ
れぞれの国の歴史や政治の
ほか、紛争、貧困、森林破壊、
エイズまん延といった問題に
ついても分かりやすく解説さ
れている。

財団法人 アジア保健研修財団 編著
明石書店
1,890円（税込）

B  OOK

『ひとりじゃ生きられないニッポン 
 知ってるようで知らなかった日本と世界の関係55』
衣食住やエネルギー資源、娯楽製品などあらゆる面で世界
の国々に依存している日本。その実態を、「セイカツ編」「ケ
イザイ編」「ヒトの交流編」「カルチャー編」などに分け、豊
富なデータとともにまとめたのが本書だ。データの出典元
は、2009年にJICAが実施し
た「日本・途上国相互依存度
調査」。調査結果から、身近
なモノのほとんどが輸入品で
あることが明らかとなってい
る。不景気が長引く日本なの
に、なぜ途上国を援助するの
か―。これを読めばその答え
がひもとけるはずだ。フリー
ジャーナリストの池上彰さんも
推薦の一冊。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ 「ひとりじゃ生きられないニッポン」

制作委員会 編著
文化工房
693円（税込）

2010年／日本 
監督 ： 里田剛
ナレーション ： 高良健吾
公開 ： 12月4日（土）より、渋谷シネクイントにてレイトショー（全国順次公開）
URL ： majigachi.jp/

会期 ： 11月23日（火・祝）～28日（日）11時～20時
会場 ： GYRE（ジャイル）3Fギャラリー（東京・表参道）
入場料 ： 無料
問 ： 認定NPO法人 国連WFP協会
Tel ： 045-221-2515　
URL ： www.wfp.org/jp

☆公開記念イベント『マジでガチにならナイト』
本編の一部上映のほか、里田監督や「GRAPHIS」の現役メンバーなどがカンボジアや
ボランティア活動についてトークショーを開催。
日時 ： 11月21日（日）　18時～19時半
場所 ： アップルストア銀座店3F
問 ： ブラウニー　TEL ： 03-3354-6274

○c 映画製作NGOマジガチ

○c N.Miyamoto



〝
真
実
〞と
い
う

   

名
の
村
で

増水した小川を渡る。チアパス州では
今も馬は大切な交通手段。子どもは
幼いころから馬に乗って遊ぶ

Mexico
［メキシコ］
 文・写真＝篠田 有史（フォトジャーナリスト）

地球ギャラリー vol.26



１９９６年夏、ラ・レアリダ村には世界中から約３,０００人の支援者たちが集まった

A

C

B

D

E

よ
う
や
く
空
が
明
る
く
な
っ
て
き
た
。
目
の

前
の
斜
面
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
が
広
が
っ

て
い
る
。
今
日
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
実
を
採

る
作
業
だ
。
き
つ
い
傾
斜
で
よ
ろ
け
そ
う
に

な
る
体
を
足
で
踏
ん
張
り
支
え
な
が
ら
、
マ

チ
ェ
ー
テ
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
周
り
の
草
や

ツ
タ
を
払
い
、
実
を
摘
ん
で
い
く
。

　

１
９
９
４
年
1
月
1
日
、
チ
ア
パ
ス
州
は

世
界
の
注
目
を
集
め
た
。
N
A
F
T
A
（
北

米
自
由
貿
易
協
定
）
が
発
効
す
る
こ
の
日
、

先
住
民
た
ち
が
武
装
蜂
起
の
の
ろ
し
を
上
げ

た
か
ら
だ
。
５
０
０
年
前
に
ス
ペ
イ
ン
人
が

上
陸
し
て
以
来
、
土
地
を
奪
わ
れ
奴
隷
の
よ

う
に
扱
わ
れ
て
き
た
先
住
民
は
、
１
０
０
年

前
の
メ
キ
シ
コ
革
命
で
、
一
部
の
大
地
主
か

ら
土
地
を
取
り
戻
す
も
、
結
局
、
暮
ら
し
は

改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
つ
い
に
「
も
う
た
く
さ
ん
だ
!
」

と
自
分
た
ち
の
要
求
を
掲
げ
蜂
起
し
た
の
だ
。

N
A
F
T
A
が
発
効
す
れ
ば
、
安
価
な
農
産

物
が
次
々
に
輸
入
さ
れ
、
農
民
で
あ
る
彼
ら

の
生
活
を
さ
ら
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
る
。

先
住
民
た
ち
は
チ
ア
パ
ス
の
４
都
市
を
制
圧
。

声
明
を
出
す
と
、
す
ぐ
に
撤
退
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
政
府
軍
は
山
奥
の
村
々
へ

侵
攻
。
だ
が
、
内
外
の
世
論
に
押
さ
れ
て
停

戦
し
、
両
者
の
対
話
が
始
ま
っ
た
。
山
村
で

先
住
民
が
開
い
た
大
規
模
な
集
会
に
は
、
世

界
中
か
ら
数
千
人
規
模
の
支
援
者
が
集
ま
っ

た
。
ラ
・
レ
ア
リ
ダ
も
そ
ん
な
村
の
一
つ
だ
。

　

朝
、
ま
だ
暗
い
時
間
に
女
性
が
あ
く
び
を

し
な
が
ら
起
き
て
く
る
。
か
ま
ど
で
火
を
た

き
、
ト
ル
テ
ィ
ー
ジ
ャ
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の

薄
焼
き
パ
ン
）
を
焼
い
て
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ

る
。
し
ば
ら
く
し
て
、
夫
と
二
人
の
息
子
た

ち
が
目
覚
め
る
と
、
女
性
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
ペ
ー
ス
ト
を
水
に
溶
か
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
入
れ
た
。
こ
の
「
ポ
ソ
ル
」
は
、
畑
に
働

き
に
出
る
男
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
。

　

こ
こ
は
メ
キ
シ
コ
最
南
部
チ
ア
パ
ス
州
、

「
真
実
」
を
意
味
す
る
ラ
・
レ
ア
リ
ダ
と
い
う

名
を
持
つ
山
奥
の
小
さ
な
村
。

　

朝
食
を
済
ま
せ
た
男
た
ち
は
、
マ
チ
ェ
ー

テ
（
山
刀
）
と
ポ
ソ
ル
を
手
に
、畑
へ
向
か
う
。

歩
い
て
片
道
30
分
以
上
。
畑
に
着
い
た
こ
ろ
、

A.霧深いラ・レアリダ村の朝。男たちはマチェーテ（山刀）を持って徒歩や馬で畑に向かう
B.トルテージャはメキシコの主食。町では大量生産するが、ここでは一枚一枚心を込めて焼く
C.暗い山道を夜露にぬれながら畑に向かう。畑に着くころにようやく明るくなってくる

村人たちは報復されないよう覆面をして、軍による圧政や生活の状況を訴えた（1999年）

D.石ころだらけの山の斜面で、絡みついたツタを
払いながらトウモロコシを収穫する
E.村の中央を走る道を、軍が銃で威嚇しながら装
甲車を連ねパトロールする（1995年）



F.朝、鐘がなると、子どもたちはノートと鉛筆を
持って学校にやって来る（1995年）
G.パン生地を運ぶ子どもたち。村では時々共
同の釜でパンを焼いていた（1995年）

地球ギャラリー 
vol.26

　

昨
年
9
月
、
久
し
ぶ
り
に
ラ
・
レ
ア
リ
ダ

村
を
訪
ね
る
と
、
先
住
民
の
生
活
は
以
前
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
間
、

３
度
政
権
交
代
し
た
が
、
政
府
と
の
交
渉
は

進
ま
ず
、
停
止
し
て
い
る
。

　

人
口
の
３
分
の
１
を
先
住
民
が
占
め
る
チ

ア
パ
ス
州
は
、
辺
境
で
は
あ
る
が
資
源
の
豊

富
な
地
域
だ
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
コ
ー
ヒ
ー

と
い
っ
た
農
作
物
に
加
え
、
石
油
や
天
然
ガ

ス
な
ど
を
多
く
産
出
す
る
。
こ
れ
こ
そ
、
政

府
が
先
住
民
に
自
由
を
認
め
な
い
理
由
な
の

だ
。

　

資
源
を
持
ち
去
ら
れ
、
そ
の
恩
恵
に
浴
す

る
ど
こ
ろ
か
農
作
物
を
安
く
買
い
た
た
か
れ
、

食
べ
て
い
く
の
が
や
っ
と
。
こ
れ
が
先
住
民

H.５月から１０月の雨期、ラ・レアリダ村では毎日夕方に
なると雷を伴う激しい雨が降る（2009年）
I.荷物を背負って小川を渡る。袋の中には収穫したサ
トウキビが入っている（2009年）
J.川で洗ってきれいにしたカボチャの種を干す。乾燥し
たらいって食べる（2009年）
K.民族衣装を着る女性は少なくなったが、ほかは昔と
ほとんど変わらない洗濯風景

G

I

H

J

K

F

の
現
実
だ
。

　

先
住
民
が
求
め
る
ご
く
普
通
の
生
活
は
当

然
の
〝
権
利
〞。
だ
が
、
何
年
た
っ
て
も
変
わ

ら
な
い
状
況
に
、
多
く
の
若
者
が
都
会
へ
向

か
い
、
中
に
は
国
境
を
越
え
ア
メ
リ
カ
へ
出

稼
ぎ
に
行
く
者
も
い
る
。
ラ
・
レ
ア
リ
ダ
村

に
は
ま
だ
、
電
気
さ
え
な
い
。
一
部
の
政
府

支
持
者
の
家
に
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
支
給
さ

れ
て
い
る
が
、
蜂
起
を
支
持
し
政
府
に
く
み

し
な
い
人
々
は
、
灯
油
ラ
ン
プ
に
頼
る
し
か

な
い
。

　

駐
留
し
て
い
た
軍
も
姿
を
消
し
、
一
見
の

ど
か
な
ラ
・
レ
ア
リ
ダ
村
だ
が
、〝
真
実
の
村
〞

の
真
実
は
、
世
界
に
は
な
か
な
か
伝
わ
ら
な

い
。

小川まで、洗濯しにいく。女性も子どもたちも大抵ははだしだった（1995年）



首都 ： メキシコ・シティー
面積 ： 197万ｋ㎡（日本の約5.3倍）
人口 ： 1億743万人（2009年）
公用語 ： スペイン語
宗教 ： カトリック 約90% 
1人当たり国民総所得（GNI）： 8,960ドル（2009年）
経路 ： メキシコ・シティーまで直行便で約13時間。
通貨 ： メキシコ・ペソ（MXN）　1MXN＝約7円 （2010年10月現在）
気候 ： 北部や中央高原部は乾燥帯、メキシコ湾沿いや太平洋側は温帯、ユカタン半
島を含む南部は熱帯気候と地域差がある。6～9月が雨期、10～5月が乾期。

Mexico
メキシコ

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

「援助のパートナー」
を目指して
日本は、中米カリブ地域で最大の経済規模を誇る
メキシコと緊密な関係を築いている。JICAは同国
を、両国の経済活動や地球規模の課題解決へ向
けた“パートナー”と位置付け、援助国へと成熟させ
るための協力を展開している。

　メキシコと日本の交流の歴史は400
年にも上り、近年は国際社会での“パ
ートナー”として緊密な関係を築いてい
る。2003年には「日墨パートナーシッ
プ・プログラム」を締結し、両国は“協力
して”他の開発途上国支援に取り組ん
でいる。そうした中でJICAは、主に産
業開発と環境分野で援助を展開。文
化的背景が似ている中米カリブ諸国
の開発をメキシコがサポートする「南南
協力」の支援を通じ、同国の“援助国
化”も推進している。
　産業開発分野では、05年に発効さ
れた「日墨経済連携協定」に基づき、
両国の経済関係の強化を図っている。
中でも力を入れているのが、全企業の
99％を占める中小企業の品質・生産
性を向上させ、競争力を高めることだ。
現在、製造業を中心に約400の日本

企業が同国へ進出しているが、部品調
達・製造元となるこうした地元の中小
企業には、品質・生産性向上のための
知識や技術が十分に備わっていない。
　そこで両国の企業に有益なビジネス
環境を整備していくため、JICAは全国
製造業会議所や各州政府経済開発
局などにシニア海外ボランティア（SV）
を送り、地元中小企業の原価・品質・
経営管理などを指導。また自動車部品
産業に関しては、両国の企業のネット
ワークづくりを進める独立行政法人日
本貿易振興機構（JETRO）と共同で
SVを派遣し、今後日本企業との取引
の可能性がある企業に訪問、生産現
場で直接改善提案を行っている。
　他方、環境分野では、大気汚染、水
質汚濁、廃棄物管理に対する同国の
取り組みを支えてきた。その一例がメキ

シコ・シティーの大気汚染モニタリング
や「国家水質基準」の改定などへの協
力だ。さらには、3R（ごみの削減・リユー
ス・リサイクル）を取り入れた廃棄物管
理、循環型社会の実現に向けた「国
家プログラム」や「廃棄自動車管理計
画」の策定にも協力してきた。
　また「南南協力」支援では、メキシコ
による中米カリブ諸国への援助をサポ
ート。例えば防災分野では、1985年の
メキシコ地震後に日本から学んだノウ
ハウを生かし、メキシコ人専門家が
JICAの日本人専門家とともに建物の
耐震技術を近隣国へ移転している。
今年1月の地震により、いまだ建物が
崩壊したままのハイチに対しても、今
後、南南協力を活用した日本－メキシ
コ－ハイチの「三角協力プロジェクト」
が予定されている。

メキシコ中小企業の工
場を訪問し、部品の管
理方法を指導するシニ
ア海外ボランティア（中
央2人）

テキーラを使ったエビのソテー
「カマロン・テキーラ」

メキシコ料理

地球ギャラリー
Vol.26

　

メ
キ
シ
コ
料
理
の
代
表
的
な
食
材
が
チ
レ

（
ト
ウ
ガ
ラ
シ
）。生
、乾
燥
、薫
製
な
ど
何
十

種
類
も
の
状
態
で
売
ら
れ
て
い
る
チ
レ
を
、野

菜
と
し
て
、ま
た
調
味
料
と
し
て
料
理
に
使

う
。ま
た
、チ
レ
と
同
様
、食
卓
に
欠
か
せ
な

い
の
が
主
食
の
ト
ル
テ
ィ
ー
ジ
ャ（
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
薄
焼
き
パ
ン
）。各
種
の
サ
ル
サ（
ソ
ー
ス
）

と
肉
、野
菜
、豆
類
を
ト
ル
テ
ィ
ー
ジ
ャ
で
包

ん
だ「
タ
コ
ス
」が
有
名
だ
が
、そ
れ
以
外
に

も
、肉
や
野
菜
、豆
と
共
に
焼
い
た
り
煮
た
り

揚
げ
た
り
と
、そ
の
楽
し
み
方
は
さ
ま
ざ
ま

だ
。

　

東
京
・
恵
比
寿
に
あ
る「
エ
ル・リ
ン
コ
ン・デ・

サ
ム
」で
は
、本
場
の
メ
キ
シ
コ
料
理
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、毎
晩
店
主
の
サ
ム・モ
レ
ー
ノ
さ

ん
に
よ
る
メ
キ
シ
カ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
ラ
イ
ブ

が
楽
し
め
る
。現
地
の
片
田
舎
風
に
飾
ら
れ

た
店
内
と
、メ
キ
シ
コ
人
を
含
む
陽
気
な
ス
タ

ッ
フ
が
温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
。

　

こ
の
店
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー「
カ
マ
ロ
ン・テ
キ
ー

ラ
」は
、コ
ク
の
あ
る
チ
ポ
ト
レ（
薫
製
に
し
た

チ
レ
の
一
種
）と
、メ
キ
シ
コ
を
代
表
す
る
酒

テ
キ
ー
ラ
で
エ
ビ
を
煮
込
ん
だ
一
品
。チ
ポ
ト

レ
の
ピ
リ
リ
と
し
た
辛
味
を
サ
ワ
ー
ク
リ
ー
ム

で
ま
ろ
や
か
に
仕
上
げ
た
ソ
ー
ス
は
絶
品
。ラ

イ
ス
か
ト
ル
テ
ィ
ー
ジ
ャ
に
た
っ
ぷ
り
付
け
て

召
し
上
が
れ
。

〈
カ
マ
ロ
ン
・
テ
キ
ー
ラ
〉

【
材
料（
2
人
前
）】

ク
ル
マ
エ
ビ
５
尾（
頭
と
尾
は
残
す
）／
タ
マ
ネ
ギ

６
分
の
１
個
／
ニ
ン
ニ
ク
２
片
／
サ
ラ
ダ
油
大
さ

じ
１
／
塩
・コ
シ
ョ
ウ
適
量
／
テ
キ
ー
ラ
１
２
０
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
程
度（
エ
ビ
が
浸
る
く
ら
い
）／
サ
ワ
ー

ク
リ
ー
ム
大
さ
じ
３
／
チ
ポ
ト
レ（
パ
ウ
ダ
ー
ま
た

は
ソ
ー
ス
）小
さ
じ
１（
お
好
み
で
調
節
）

【
作
り
方
】

１
．み
じ
ん
切
り
に
し
た
タ
マ
ネ
ギ
と
ニ
ン
ニ
ク
を
、

サ
ラ
ダ
油
で
さ
っ
と
い
た
め
る
。

２
．塩・コ
シ
ョ
ウ
で
下
味
を
つ
け
た
エ
ビ
を
加
え
る
。

３
．エ
ビ
の
両
面
が
赤
く
な
っ
た
ら
、テ
キ
ー
ラ
、サ

ワ
ー
ク
リ
ー
ム
、チ
ポ
ト
レ
を
入
れ
る
。

４
．ソ
ー
ス
に
と
ろ
み
が
出
て
き
た
ら
完
成
。

☆
辛
い
の
が
苦
手
な
人
は
、チ
ポ
ト
レ
の
代
わ
り
に

パ
プ
リ
カ
パ
ウ
ダ
ー
で
も
O
K
。

in メキシコ

ハリスコ州

チアパス州

メキシコ・シティー

エル・リンコン・デ・サム
〒150-0013  
東京都恵比寿4-6-1  恵比寿MFビルB1F 
TEL ： 03-3442-1636
18時～24時　
定休日 ： 日曜・祝日
URL ： www.sambra.jp/

自動車の放置や不適切な解体は環境汚染の
原因となるため、廃車を受け取り適切に解体処
理する制度構築に取り組んでいる

耐震性を測るための方法をエ
ルサルバドルの技術者（左）
に指導するメキシコ人専門家
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﹇
8
月
号
「
観
光
開
発 

地
域
の
宝
を
掘
り
起
こ
せ
」
を
読
ん
で
﹈

■
５
年
前
に
コ
ロ
ン
ボ
の
日
本
人
学
校
に
勤
務
す
る
後
輩
を
訪

ね
て
ス
リ
ラ
ン
カ
へ
渡
航
し
ま
し
た
。
そ
の
折
、
シ
ー
ギ
リ
ヤ

ロ
ッ
ク
に
登
り
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
、
神
秘
的
な
魅

力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
今
、
そ
こ
に
「
シ
ー
ギ
リ
ヤ
博
物
館
」

が
完
成
し
、
円
借
款
で
ア
ク
セ
ス
道
路
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る

と
の
こ
と
、
５
年
前
は
悪
路
で
コ
ロ
ン
ボ
か
ら
シ
ー
ギ
リ
ヤ
ま

で
か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
。
博
物
館
や
周
辺
の
様
子
を

想
像
し
、
現
地
の
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。　
　
　
　
（
島
根
県
・
56
歳
・
女
性
・
教
員
・
石
川
鈴
枝
）

■
日
本
は
物
に
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
る
し
、
私
の
家
に
も
多
数

の
靴
が
あ
る
。一
方
で
は
ボ
ロ
ボ
ロ
の
サ
ン
ダ
ル
し
か
は
け
な
い

人
が
い
る
。
私
は
職
場
で
発
展
途
上
国
に
物
品
を
寄
付
す
る
機

会
が
あ
る
の
で
、
協
力
し
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
・
22
歳
・
男
性
・
会
社
員
）

﹇
9
月
号
「
中
南
米
と
日
本
の
き
ず
な 

実
る
成
果
｜
広
が
る
関
係
」

を
読
ん
で
﹈

■
支
え
合
う
中
南
米
と
日
本
を
読
ん
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
中
南
米
支
援
の
三
角
協
力
の
こ
と

も
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。「
万
人
に
水
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
私
も
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
始
め
て
い
き

た
い
で
す
。　　

 

（
兵
庫
県
・
45
歳
・
女
性
・
主
婦
・
野
崎
ま
な
み
）

■
自
分
の
ま
わ
り
に
も
中
南
米
出
身
者
が
お
り
、
日
本
と
深
い

関
係
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
そ
の
結
び
付
き
を
具
体

的
に
知
り
、
改
め
て
そ
の
関
わ
り
の
強
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。
特

に
防
災
関
連
の
技
術
に
つ
い
て
は
、
日
本
か
ら
伝
え
ら
れ
る
こ

と
の
１
つ
と
し
て
支
援
で
き
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

　
　
　
　
　
（
新
潟
県
・
25
歳
・
男
性
・
嘱
託
職
員
・
小
林
透
）
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日本が誇る世界トップレベルの鉄道技術を活用した途上国
支援の歴史と現状を伝えます。

3
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エジプト
カイロ

　燦 と々降り注ぐ太陽の下、カイロ市内
の広場に色とりどりのテントが並ぶ。
週末恒例のバザーの日。何か掘り出し
物はないかと、人々が楽しそうに行き
交っている。
　その中で、エジプトらしい異国情緒
あふれる小物がひときわ目を引いた。店
先で立ち止まるお客に説明するのは、
国内で活動する青年海外協力隊員た
ち。店の名は「EGYPTIAN HANDI
CRAFTS」。JICAボランティアが中心
となって立ち上げたモノづくりブラン
ドだ。
　長年にわたり、エジプト各地でモノづ
くりを通じた職業訓練を支援してきた
JICA。しかし、「せっかく良い製品がで

きても、販路を定着させるのが難しかっ
た」と、JICAエジプト事務所の石島和
彦さんはいう。そこで設立されたのが
「EGYPTIAN HANDICRAFTS」。JI
CAの支援を通じて生まれた製品に共
通のロゴを付けてブランド化し、品質改
善、販路開拓、ディスプレイ、包装など
に協働で取り組む。
　協力隊員と共にモノづくりに励むの
は、地元の女性、ストリートチルドレン、
障がい者たち。ナツメヤシやオリーブ、
羊毛など、各地域の素材を活用した新
製品は、品質の良さにも定評がある。
　次のバザーではどんな製品に出会
えるのだろう―。そんな楽しみが、カイロ
市民の間に広まっている。

エジプトでモノづくり大作戦！

M
O

N
O

-GATARI FROM JI
C

A
, s 

W
o

rld
 EG Y P T

NOVEMBER

2010. NO.25

Vol.25  エジプト

©Yuki Asada

バザーで製品を販売する協力隊員。安定した収入確保
のため現地企業とのタイアップも構想中だ

シニア海外ボランティアによるデザ
イン。重なり合う手と手で形作られ
たハートの真ん中に、古代エジプト
を象徴する「ホルスの目」を描いた

★マグカップを1人、コインケースを2人、ティッシュケースを
1人の方にプレゼント！詳細は38ページへ→

さんさん
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ギタリスト  鳥山 雄司
音楽を通じて豊かさを伝えたい

3Vol.

photo by Shinichi Kuno

PROFILE
1959年神奈川県出身。大学時代にセルフプロデ
ュースのアルバムを発表、ソロデビューを果たす。
TBS系ドキュメンタリー番組「世界遺産」のテーマ
曲「The Song of Life」などヒット曲多数。日本初
のミュージックドネーションプロジェクト「BEYOND 
THE BORDER PROJECT」に参加。「なんとか
しなきゃ！ プロジェクト」著名人メンバー。

TORIYAMA Yuji

　幼稚園の時に初めてギターを手
に取り、いつの日からか、自然とミュー
ジシャンとして生きる道を選んでい
ました。振り返ってみると、若いころは
自分のことに一生懸命になってい
て、“社会貢献”とか“国際協力”とい
う言葉を耳にしても、自分から積極
的にかかわっていくことはなかったよ
うに思います。
　多かれ少なかれ、音楽業界は、ど
こか浮世離れしている部分があるん
です。いわゆる芸事ですから、いか
に自分の世界観をつくり出し、才能を
ブラッシュアップしていくかがカギに
なります。社会的メッセージ性のある
楽曲を制作することもありますが、世
界で起こっている出来事とかけ離れ
た空間に生きている人が多いので
はないでしょうか。
　そんな僕たちの心を大きく揺さぶ
ったのが、2001年のアメリカ同時多
発テロです。メディアから流れてくる

映像だけでなく、アメリカのミュージ
シャンの友人たちからも現地の惨状
について聞き、これは遠い国の話で
はない、僕たち自身の問題でもある
と実感したのです。
　言うまでもなく、人間は自然に生か
されている立場ですから、自然界で
起こっている変化には太刀打ちでき
なくても仕方がないんじゃないかと
思っていたんです。でも、テロとか紛
争は違います。最近、人為的な出来
事によって、世の中がどんどん物騒
になってきているのを感じる。それを
どうにかできるのは、人間しかいな
い。その事実から目を背けていられ
るでしょうか。
　僕はミュージシャンなので、やはり
音楽を通じて協力することが理にか
なっているというか、使命だと考えて
います。そのきっかけを与えてくれた
のが、「BEYOND THE BORDER 
PROJECT」です。ホームページを通

じて曲をダウンロードすると、その収
益がNGOの寄付に回されるという
仕組み。国際協力初心者の僕にと
っても、ファンの方にとっても、世界を
変えるために行動する道筋を描き
出してくれたプロジェクトでした。
　今を生き抜くために、音楽は絶対
に必要なものではないかもしれませ
ん。途上国の人たちにとっては、毎日
の水や食料の方が大事かもしれな
い。でも本当は、彼らにも音楽に触れ
ることで得られる“喜び”や“豊かさ”
を感じてほしい。心が豊かであれ
ば、どんな厳しい現状にも立ち向か
える気がするから。そのお手伝いを
少しでもできればと思っています。　

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国
の現状について知り、一人一人ができる国際協
力を推進していく市民参加型プロジェクトです。
ウェブサイトを中心に、さまざまな国際協力の
カタチを提案していきます。
詳しくはこちらから→

私の

なんとかしなきゃ.jp

● 
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